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事 業 報 告

島根県体育協会は、公益財団法人としてスポーツ活動を通じて県民の心身の健全な発達を図るた

め、平成３０年度において「県民スポーツの普及振興」を目標とする諸事業を推進するとともに、

指定管理者として県立体育施設の管理運営を行った。

また、２巡目国体の招致について、本協会から９月に県知事、県議会議長、県教育委員会教育長

へ要望書を提出、１１月に県知事、県議会議長、県体育協会理事長が文部科学省、（公財）日本スポ

ーツ協会へ開催要望書を提出した。平成３１年１月に２０２９年第８４回国民体育大会の島根県開

催の内々定が通知された。

１．県民スポーツ振興事業 公１ （ 千円）

県民が生涯にわたり健康で明るく豊かな生活を営むためには、体力や年齢等ライフステージに応じ

生涯にわたってスポーツ活動に親しむことが必要である。このような社会を実現するため、県民への

スポーツ・レクリエーション活動の普及・振興及び競技力向上と競技スポーツの振興を図る事業を展

開したほか、県立体育施設５施設の管理運営を行った。また、本県スポーツの発展に功績のあった者

の顕彰や国民体育大会派遣事業等を実施した。

（１）スポーツ活動支援事業（ 千円）

１）市町村等スポーツイベント助成事業（１４事業）（ 千円）

市町村体育協会または国民体育大会未開催競技の団体を対象に、地域住民を交えたスポーツ

イベント１８事業に対して、その経費の一部を助成し活動を支援した。

№ 実施団体 事業名 開催日 参加者数

（公財）松江体育協会 平成 年度松江市スポーツ指導者講習会 月 日 名

安来市体育協会 安来市自治会親善野球大会 月 ～ 日 名

奥出雲町体育協会 第 回仁多郡駅伝競走大会 月 日 名

飯南町体育協会 飯南町スキー大会 月 日 中止

浜田市体育協会 旭ロードレース大会 月 日 名

大田市体育協会 大田市スナッグ・ゴルフ大会 月 日 名

江津市体育協会 市民スポーツフェスタ 月 日 名

川本町体育協会 川本町親睦バレーボール大会 月 日 名

邑南町体育協会 邑南町バレーボール大会 月 日 名

津和野町体育協会 第 回津和野町駅伝競走大会 月 日 名

吉賀町体育協会 吉賀町駅伝大会 月 日 名

隠岐の島町体育協会 隠岐の島町シーサイド“風”マラソン大会 月 日 中止

島根県ゲートボール協会 第 回島根県世代別ゲートボール大会 月 日 名

島根県少林寺拳法連盟 少林寺拳法島根県大会・全国大会予選 月 日 名

島根県パワーリフティング協会
第 回島根県ベンチプレス選手権大会
第 回いずもベンチプレス選手権大会

月 日 名

島根県ダンススポーツ連盟 第 回全国ダンススポーツ選手権島根大会 月 日 名

島根県武術太極拳連盟 第 回カンフーフェスティバル 月 日 名

島根県グランド･ゴルフ協会 第 回島根県グラウンド・ゴルフレディス交歓大会 月 日 名

計 名
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２）スポーツ愛好者医・科学カウンセリングプロジェクト（４会場）（ 千円）

地域で活動するスポーツ愛好者に、スポーツドクター、スポーツトレーナー、スポーツ栄養士

等の専門家から運動処方及び健康維持に係わる食育の指導を行い、正しく安全なスポーツ活動の

実践方法を習得してもらい、スポーツ医・科学について意識の高揚を図った。

【１回目】※しまねレクリエーションフェスティバル内にてブースを設置

期 日 平成３０年７月１４日（土）

会 場 島根県立体育館（浜田市）

参加者 ５５名

サポート内容 ・食育指導並びに栄養チェック

担当 中村邦宏（栄養士）

・疲労回復ストレッチ指導等

担当 湯淺凡子（理学療法士）、竹江裕司（同左）、齋藤裕一（同左）

【２回目】※しまねレクリエーションフェスティバル内にてブースを設置

期 日 平成３０年９月１５日（土）

会 場 松江市総合体育館（松江市）

参加者 ８８名

サポート内容 ・食育指導並びに栄養チェック

担当 周藤あゆみ（栄養士）

・疲労回復ストレッチ指導等

担当 小林洋平（理学療法士）、藤原 学（同左）、八幡垣聖奈（同左）

【３回目】

期 日 平成３０年１１月１１日（日）

会 場 アクティーひかわ（出雲市）

参加者 １３名

サポート内容 ・講話及び整形外科的問診票によるボディーチェック

担当 福田幸久（公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツドクター）

・食育指導並びに栄養チェック

担当 遊木真由美（栄養士）、石川香織（同左）

・疲労回復ストレッチ指導等

担当 平野博之（理学療法士）、岩﨑琢己（同左）、渡部小百合（同左）

【４回目】

期 日 平成３０年１２月２２日（土）

会 場 江津市総合市民センター（江津市）

参加者 ２５名

ｻﾎﾟｰﾄ内容 ・講話及び整形外科的問診票によるボディーチェック

担当 星野弘太郎（公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツドクター）

・食育指導並びに栄養チェック

担当 中村邦宏（栄養士）、石川香織（同左）

・疲労回復ストレッチ指導等

担当 湯淺凡子（理学療法士）、大屋貴泰（同左）、福間咲子（同左）



－ 3－

2 

２）スポーツ愛好者医・科学カウンセリングプロジェクト（４会場）（ 千円）

地域で活動するスポーツ愛好者に、スポーツドクター、スポーツトレーナー、スポーツ栄養士

等の専門家から運動処方及び健康維持に係わる食育の指導を行い、正しく安全なスポーツ活動の

実践方法を習得してもらい、スポーツ医・科学について意識の高揚を図った。

【１回目】※しまねレクリエーションフェスティバル内にてブースを設置

期 日 平成３０年７月１４日（土）

会 場 島根県立体育館（浜田市）

参加者 ５５名

サポート内容 ・食育指導並びに栄養チェック

担当 中村邦宏（栄養士）

・疲労回復ストレッチ指導等

担当 湯淺凡子（理学療法士）、竹江裕司（同左）、齋藤裕一（同左）

【２回目】※しまねレクリエーションフェスティバル内にてブースを設置

期 日 平成３０年９月１５日（土）

会 場 松江市総合体育館（松江市）

参加者 ８８名

サポート内容 ・食育指導並びに栄養チェック

担当 周藤あゆみ（栄養士）

・疲労回復ストレッチ指導等

担当 小林洋平（理学療法士）、藤原 学（同左）、八幡垣聖奈（同左）

【３回目】

期 日 平成３０年１１月１１日（日）

会 場 アクティーひかわ（出雲市）

参加者 １３名

サポート内容 ・講話及び整形外科的問診票によるボディーチェック

担当 福田幸久（公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツドクター）

・食育指導並びに栄養チェック

担当 遊木真由美（栄養士）、石川香織（同左）

・疲労回復ストレッチ指導等

担当 平野博之（理学療法士）、岩﨑琢己（同左）、渡部小百合（同左）

【４回目】

期 日 平成３０年１２月２２日（土）

会 場 江津市総合市民センター（江津市）

参加者 ２５名

ｻﾎﾟｰﾄ内容 ・講話及び整形外科的問診票によるボディーチェック

担当 星野弘太郎（公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツドクター）

・食育指導並びに栄養チェック

担当 中村邦宏（栄養士）、石川香織（同左）

・疲労回復ストレッチ指導等

担当 湯淺凡子（理学療法士）、大屋貴泰（同左）、福間咲子（同左）

3 

３）島根県スポーツ・レクリエーション祭開催事業（ 千円）

広く県民にスポーツ・レクリエーション活動を広域的な規模で体験する場や交流する場を提

供し、県民一人ひとりのスポーツ・レクリエーション活動への参加意欲を喚起し、もって県民

の生涯を通じた健康増進とスポーツ・レクリエーション活動の普及・振興を目的に事業を展開

した。

①種目別大会の開催

ア．大会開催日 平成３０年４月２８日（土）～平成３１年２月２４日（日）

イ．会場及び実施種目 延べ２０種目（３６会場） １０市町村

ウ．参加者数

第３０回（平成 年度） 第２９回（平成 年度） 増 △減

大会役員数 １１９名 １５０名 △３１名

競技役員数 ９０２名 ８３２名 ７０名

選 手 数 ４，７０６名 ４，１５７名 ５４９名

合 計 ５，７２７名 ５，１３９名 ５８８名

※障がい者の参加数 １４２名を含む。

②しまねレクリエーションフェスティバルの開催 
島根県教育委員会、島根県障がい者福祉課、島根県レクリエーション協会、公益財団法人

島根県障害者スポーツ協会と連携を図り、健常者も障がい者も共に様々なレクリエーション

スポーツを体験できる場や交流できる場を提供し、県民の生涯を通じた健康増進とスポー

ツ・レクリエーション活動の普及・振興を図った。

なお、メインとなる種目は、浜田・松江会場共車いすバスケットボールの日本代表選手を

招いて、デモンストレーションと体験会を実施した。また、アトラクションとして石見神楽

の上演を行い、会場を盛り上げることが出来た。

《浜田会場》

期 日 平成３０年７月１４日（土）

会 場 島根県立体育館（浜田市）

参加数 ４２６名（※障がい者参加数 １４名）

《松江会場》

期 日 平成３０年９月１５日（土）

会 場 松江市総合体育館（松江市）

参加数 ６６９名（※障がい者参加数 ５３名）

③諸会議（地区連絡調整会議）の開催

スポーツレクリエーションフェスティバルを開催する関係者の共通理解と、事務手続きの

円滑化を図るため連絡調整会議を開催した。

○松江・隠岐地区／出雲地区

期 日 平成３０年５月１５日（火）

会 場 出雲合同庁舎

○石見地区

期 日 平成３０年５月１６日（水）

会 場 浜田合同庁舎
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④その他

ア）県スポレク祭視察

※視察員 公益財団法人島根県体育協会担当者

※視察先 カローリング、スポンジテニス、ターゲットバードゴルフ、グランド・ゴル

フ

イ）県スポレク祭の周知

スポレク祭の開催を広く県民へ周知を図るため、スポレク祭の案内ポスターを県内の

各関係機関へ配布した。また、スポーツレクリエーションフェスティバルの周知を図る

ため関係機関、特に特別支援学級や県内小学校、社会体育施設へポスター、チラシを配

布し周知の徹底を行った。

４）スポーツ安全保険の普及推進事業（ 千円）

公益財団法人スポーツ安全協会との委託契約に基づき、スポーツ活動等における安全指導や事

故防止活動を行うとともに、側面的に支援するスポーツ安全保険に関して、普及・広報活動を行

い、加入手続きを支援した。また、本会加盟の競技団体及び市町村体育協会の大会等開催におけ

る運営・管理上の損害賠償リスクに対応するため、本会と希望団体で賠償責任保険制度に加入し、

スポーツ活動を支援した。

５）スポーツ活動広報事業（ 千円）

①情報誌等発行事業

ア．体協だよりの発刊（年２回）

イ．スポーツ年間行事予定表の作成（年１回）

ウ．しまね広域スポーツセンターニュース（年２回）・カレンダー（吉田くん自虐ネタ）の

発行

②テレビ・新聞等広報事業

ア．テレビＰＲ、新聞広告掲載の実施

テレビＰＲ：スポーツ推進月間（１０月）、国民体育大会（９月）

新聞広告：インターハイ特集（７月）

イ．ホームページ等による広報

県体育協会ホームページ、各体育施設ホームページ、しまね広域スポーツセンターホ

ームページによる情報発信

③国体等での本県選手の活躍状況等の広報

県民に国体や競技スポーツに対する関心をもってもらうため、ホームページを活用し国体

選手並びに競技成績の掲載、活躍した選手の写真の展示、国際大会出場者の紹介、レベルア

ップ月間のポスター配布、行事予定表の配布などの広報活動を行った。

６）その他スポーツ活動支援事業（ 千円）

①スポーツ大会開催等支援事業

市町村体育協会または競技団体が主管し、本県で開催する全国又は中国ブロック規模のス

ポーツ大会に対して開催経費の一部を補助した。



－ 5－

4 

④その他

ア）県スポレク祭視察

※視察員 公益財団法人島根県体育協会担当者

※視察先 カローリング、スポンジテニス、ターゲットバードゴルフ、グランド・ゴル

フ

イ）県スポレク祭の周知

スポレク祭の開催を広く県民へ周知を図るため、スポレク祭の案内ポスターを県内の

各関係機関へ配布した。また、スポーツレクリエーションフェスティバルの周知を図る

ため関係機関、特に特別支援学級や県内小学校、社会体育施設へポスター、チラシを配

布し周知の徹底を行った。

４）スポーツ安全保険の普及推進事業（ 千円）

公益財団法人スポーツ安全協会との委託契約に基づき、スポーツ活動等における安全指導や事

故防止活動を行うとともに、側面的に支援するスポーツ安全保険に関して、普及・広報活動を行

い、加入手続きを支援した。また、本会加盟の競技団体及び市町村体育協会の大会等開催におけ

る運営・管理上の損害賠償リスクに対応するため、本会と希望団体で賠償責任保険制度に加入し、

スポーツ活動を支援した。

５）スポーツ活動広報事業（ 千円）

①情報誌等発行事業

ア．体協だよりの発刊（年２回）

イ．スポーツ年間行事予定表の作成（年１回）

ウ．しまね広域スポーツセンターニュース（年２回）・カレンダー（吉田くん自虐ネタ）の

発行

②テレビ・新聞等広報事業

ア．テレビＰＲ、新聞広告掲載の実施

テレビＰＲ：スポーツ推進月間（１０月）、国民体育大会（９月）

新聞広告：インターハイ特集（７月）

イ．ホームページ等による広報

県体育協会ホームページ、各体育施設ホームページ、しまね広域スポーツセンターホ

ームページによる情報発信

③国体等での本県選手の活躍状況等の広報

県民に国体や競技スポーツに対する関心をもってもらうため、ホームページを活用し国体

選手並びに競技成績の掲載、活躍した選手の写真の展示、国際大会出場者の紹介、レベルア

ップ月間のポスター配布、行事予定表の配布などの広報活動を行った。

６）その他スポーツ活動支援事業（ 千円）

①スポーツ大会開催等支援事業

市町村体育協会または競技団体が主管し、本県で開催する全国又は中国ブロック規模のス

ポーツ大会に対して開催経費の一部を補助した。
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№ 団体名 大会名 期日 会場

１ 島根県テニス協会 第 回全日本都市対抗中国予選大会 平成 年 月 日～ 日 松江市

２ 島根県トライアスロン協会 さくらおろち湖スプリントトライアスロン大会 平成 年 月 日
雲南市
・

奥出雲町

３ 島根県軟式野球連盟
日本スポーツマスターズ 軟式野球競技

中国地区予選大会
平成 年 月 日～ 日 浜田市

４ 島根県相撲連盟

第 回全日本小学生相撲優勝大会中国ブロック予

選大会、第 回全日本女子相撲選手権大会中国ブ

ロック予選大会 兼 第 回中国相撲選手権大会

平成 年 月 日～ 日 出雲市

５ 島根県ソフトボール協会 第 回全日本一般男子ソフトボール大会 平成 年 月 日～ 日 雲南市

６ 島根県バドミントン協会 第 回中国地区シニアバドミントン選手権大会 平成 年 月 日～ 日 松江市

７ 島根県アーチェリー連盟 第 回中国地区インドアアーチェリー選手権大会 平成 年 月 日～ 日 出雲市

②海外遠征支援事業

国際大会・海外遠征に日本代表として参加した選手・監督延べ３５名（選手３４名・監督

１名）に対して激励金を贈呈した。

氏名 所属 大 会 名 競技 派遣先 派遣期間

山﨑 唯愛 益田中学校（２年）

ワールドジュニアサー

キットスロバキア・ポーラ

ンドオープン 卓球

スロバキア・ポーランド
平成 年５月 日（火）

～５月 日（火）

ワールドジュニアサー

キット中国オープン
中国／太倉

平成 年７月２日（月）

～７月９日（月）

原 綾海 武庫川女子大学（３年）
カヌースプリントジュ

ニア・ 世界選手権大会
カヌー

ブルガリア／

プロヴディフ

平成 年７月 日（金）

～７月 日（火）
中尾 一稀 大正大学（１年）

大畑 篤郎 出雲農林高校（教諭）

川島 督司 中島運輸機工株式会社

年香港国際クラシック

パワーリフティング

インビティーショナル

パワー

リフティング
香港／九龍

平成 年７月 日（木）

～７月 日（日）

真玉 大輔 松江工業高校（３年）
第 回

日韓中ジュニア交流競技会
ソフトテニス 韓国／霊水市

平成 年８月 日（木）

～８月 日（水）

原 綾海 武庫川女子大学（３年） 世界大学カヌー

スプリント選手権大会
カヌー ハンガリー国／ソルノク

平成 年８月６日（火）

～８月 日 火足立 花笑 武庫川女子大学（３年）

中村 勇士 隠岐島前高校（３年）
第 回日韓高校レスリング

交歓競技会
レスリング 韓国

平成 年８月 日 土

～８月 日（金）

津森 志道
松江市立第三中学校

（３年）

ヨーロッパ

カデ・サーキット

ハンガリー大会

フェンシング
ハンガリー国／ブタペス

ト市及びゴドロー市

平成 年９月 日（日）

～ 月９日（火）

内田 樹里 日本大学（１年）
年 フェンシング

アジア 選手権大会
フェンシング フィリピン国／マニラ市

平成 年 月 日（月）

～ 月 日（月）

佐伯 尚憲 横田高校（３年）

平成 年度

男子ホッケー日本代表

日韓交流事業

ホッケー 広島市
平成 年 月 日（木）

～ 月 日（月）

長谷川美優 横田高校（２年）

平成 年度

女子ホッケー日本代表

日韓交流事業

ホッケー 韓国／済州市
平成 年 月 日（水）

～ 月 日（水）

伊藤 凜 安来高校（１年）
欧州サーキット

セルビア大会
フェンシング

セルビア国／

ズレニャニン市

平成 年 月 日（金）

～ 月 日（火）
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氏名 所属 大 会 名 競技 派遣先 派遣期間

藤原大二朗 安来高校（１年）
アジア

カデ・サーキット大会
フェンシング 台湾国／台北市

平成 年 月８日（木）

～ 月 日（月）

津森 志道
松江市立第三中学校

（３年）

ヨーロッパ

カデ・サーキット

ブルガリア大会

フェンシング
ブルガリア国／

ソフィア市

平成 年 月 日（木）

～ 月 日（火）

井塚 千晶 日本大学（１年）
ジュニアワールドカップ

ロシア大会
フェンシング ロシア連邦／ソチ市

平成 年 月 日（日）

～ 月６日（火）

桶谷 祐輝 ベルリオ
トライアスロン

アジアカップ
トライアスロン 香港／チャイナ

平成 年 月 日（木）

～ 月 日（日）

嵐谷 勇大 奥出雲町立横田中学校

ホッケー オーストラリア／パース
平成 年 月 日（日）

～ 月 日（火）

松﨑 唯斗 奥出雲町立横田中学校

土生川湧貴 奥出雲町立横田中学校

内田菜々香 奥出雲町立横田中学校

渡部 純 奥出雲町立仁多中学校

荒木 晃平 奥出雲町立仁多中学校

内田 樹里 日本大学（１年）
ジュニアワールドカップ

プエルトトリコ大会
フェンシング

プエルトリコ／

サンファン

平成 年 月 日（水）

～ 月 日（水）

川島 督司 中島運輸機工株式会社

年アジアクラシック

パワーリフティング

選手権大会

パワー

リフティング

モンゴル／

ウランバートル

平成 年 月３日（月）

～ 月９日（日）

宮倉 祐子
広島ガスエナジー

株式会社
第 回

アジアシニアボウリング

選手権大会

ボウリング 日本／沖縄
平成 年 月９日（日）

～ 月 日（月）林田 尚恵
島根県ボウリング連盟

浜辺津那子

漆﨑 真子 株式会社山陰合同銀行

バドミントンエストニア

インターナショナル

及びバドミントンスウェー

デンオープン

バドミントン

エストニア／タリン市

及びスウェーデン／

ルンド市

平成 年１月８日（火）

～１月 日（火）

内田 樹里 日本大学（１年）
ジュニアワールドカップス

ロバキア大会
フェンシング

スロバキア／

ブラティスラバ

平成 年１月 日（土）

～２月５日（火）

井塚 千晶 日本大学（１年）
ジュニアワールドカップア

ルジェリア大会
フェンシング

アルジェリア／

アルジェ市

平成 年２月 日（水）

～２月 日（火）

津森 志道
松江市立第三中学校

（３年）

フェンシング アジア

ジュニア・カデ選手権大会
フェンシング ヨルダン／アンマン市

平成 年２月 日（月）

～３月４日（月）

重親 亜依 大社高校（３年）
アジアビーチバレーボ

ール選手権大会

ビーチ

バレーボール
タイ／ローイエット

平成 年３月 日（火）

～３月 日（火）

（２）スポーツ活動顕彰事業（ 千円）

１）島根県体育協会表彰（ 千円）

スポーツ競技会において優れた成績を挙げた選手又はチーム並びに本県スポーツの振興、運営

等に貢献した指導者を表彰した。

【優秀選手】

氏 名 推薦団体 功 績 概 要

佐 々 木 健 志

（筑波大学 年）

島根県柔道連盟

出雲市体育協会

【ワールドマスターズ 】

男子 ㎏級 第 位

【平成 年全日本選抜柔道体重別選手権大会】

男子 ㎏級 第 位

高 橋 椿 太 郎

（島根県立宍道高等学校）

島根県高等学校体育連盟

一財 島根陸上競技協会

【第 回全国高等学校定時制通信制陸上競技大会】

男子 第 位

男子 障害 第 位

橋 垣 苺 佳

（出雲市立斐川西中学校 年
島根県なぎなた連盟

【平成 年度全日本少年少女武道（なぎなた）練成大会】

試合競技 中学 年生の部 第 位
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氏名 所属 大 会 名 競技 派遣先 派遣期間

藤原大二朗 安来高校（１年）
アジア

カデ・サーキット大会
フェンシング 台湾国／台北市

平成 年 月８日（木）

～ 月 日（月）

津森 志道
松江市立第三中学校

（３年）

ヨーロッパ

カデ・サーキット

ブルガリア大会

フェンシング
ブルガリア国／

ソフィア市

平成 年 月 日（木）

～ 月 日（火）

井塚 千晶 日本大学（１年）
ジュニアワールドカップ

ロシア大会
フェンシング ロシア連邦／ソチ市

平成 年 月 日（日）

～ 月６日（火）

桶谷 祐輝 ベルリオ
トライアスロン

アジアカップ
トライアスロン 香港／チャイナ

平成 年 月 日（木）

～ 月 日（日）

嵐谷 勇大 奥出雲町立横田中学校

ホッケー オーストラリア／パース
平成 年 月 日（日）

～ 月 日（火）

松﨑 唯斗 奥出雲町立横田中学校

土生川湧貴 奥出雲町立横田中学校

内田菜々香 奥出雲町立横田中学校

渡部 純 奥出雲町立仁多中学校

荒木 晃平 奥出雲町立仁多中学校

内田 樹里 日本大学（１年）
ジュニアワールドカップ

プエルトトリコ大会
フェンシング

プエルトリコ／

サンファン

平成 年 月 日（水）

～ 月 日（水）

川島 督司 中島運輸機工株式会社

年アジアクラシック

パワーリフティング

選手権大会

パワー

リフティング

モンゴル／

ウランバートル

平成 年 月３日（月）

～ 月９日（日）

宮倉 祐子
広島ガスエナジー

株式会社
第 回

アジアシニアボウリング

選手権大会

ボウリング 日本／沖縄
平成 年 月９日（日）

～ 月 日（月）林田 尚恵
島根県ボウリング連盟

浜辺津那子

漆﨑 真子 株式会社山陰合同銀行

バドミントンエストニア

インターナショナル

及びバドミントンスウェー

デンオープン

バドミントン

エストニア／タリン市

及びスウェーデン／

ルンド市

平成 年１月８日（火）

～１月 日（火）

内田 樹里 日本大学（１年）
ジュニアワールドカップス

ロバキア大会
フェンシング

スロバキア／

ブラティスラバ

平成 年１月 日（土）

～２月５日（火）

井塚 千晶 日本大学（１年）
ジュニアワールドカップア

ルジェリア大会
フェンシング

アルジェリア／

アルジェ市

平成 年２月 日（水）

～２月 日（火）

津森 志道
松江市立第三中学校

（３年）

フェンシング アジア

ジュニア・カデ選手権大会
フェンシング ヨルダン／アンマン市

平成 年２月 日（月）

～３月４日（月）

重親 亜依 大社高校（３年）
アジアビーチバレーボ

ール選手権大会

ビーチ

バレーボール
タイ／ローイエット

平成 年３月 日（火）

～３月 日（火）

（２）スポーツ活動顕彰事業（ 千円）

１）島根県体育協会表彰（ 千円）

スポーツ競技会において優れた成績を挙げた選手又はチーム並びに本県スポーツの振興、運営

等に貢献した指導者を表彰した。

【優秀選手】

氏 名 推薦団体 功 績 概 要

佐 々 木 健 志

（筑波大学 年）

島根県柔道連盟

出雲市体育協会

【ワールドマスターズ 】

男子 ㎏級 第 位

【平成 年全日本選抜柔道体重別選手権大会】

男子 ㎏級 第 位

高 橋 椿 太 郎

（島根県立宍道高等学校）

島根県高等学校体育連盟

一財 島根陸上競技協会

【第 回全国高等学校定時制通信制陸上競技大会】

男子 第 位

男子 障害 第 位

橋 垣 苺 佳

（出雲市立斐川西中学校 年
島根県なぎなた連盟

【平成 年度全日本少年少女武道（なぎなた）練成大会】

試合競技 中学 年生の部 第 位
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氏 名 推薦団体 功 績 概 要

福 田 大 和

（松江市立第二中学校 年）

島根県中学校体育連盟

島根県柔道連盟

【平成 年度全国中学校体育大会第 回全国中学校柔道大会】

男子個人戦 ㎏級 第 位

小 西 桂

（至学館大学 年）
島根県レスリング協会

【平成 年度第 回全日本女子オープン

レスリング選手権大会】

シニアの部 ㎏級 第 位

津 森 志 道

（松江市立第三中学校 年）
島根県フェンシング協会

【第 回全国中学生フェンシング選手権大会】

男子サーブル 第 位

吉 松 晴 男

（益田万葉クラブ）
島根県卓球協会

【第 回全国ラージボール卓球大会】

男子シングルス 第 位

永 岡 宗 一 郎

（島根県立出雲高等学校 年）

島根県高等学校体育連盟

一財 島根陸上競技協会

【平成 年度全国高等学校総合体育大会陸上競技大会】

男子走幅跳 第 位

廣 瀬 菜 実

（日本大学 年）
島根県スキー連盟

【第 回全日本学生スキー選手権大会】

アルペン女子 部 スーパー大回転 第 位

漆 﨑 真 子

（株式会社山陰合同銀行）
島根県バドミントン協会

【平成 年度第 回全日本総合バドミントン選手権大会】

女子シングルス 第 位

岡 田 采 華

（大田市立第一中学校 年）
島根県中学校体育連盟

【平成 年度全国中学校体育大会

第 回全国中学校ソフトテニス大会】

女子個人戦 第 位

行 田 夏 菜 子

（大田市立第一中学校 年）
島根県中学校体育連盟

【平成 年度全国中学校体育大会

第 回全国中学校ソフトテニス大会】

女子個人戦 第 位

澤 慎 吾

（日本大学 年）
一財 島根陸上競技協会

【天皇賜盃第 回日本学生陸上競技対抗選手権大会】

棒高跳 第 位

岸 花 那 子

（大社体操クラブ）
島根県体操協会

【 第 回全日本シニア・マスターズ

体操競技選手権大会】

女子マスターズ個人総合 第 位

黒 田 佳 吏 夫

（雲南市立加茂中学校 年）
島根県レスリング協会

【平成 年度沼尻直杯

第 回全国中学生レスリング選手権大会】

男子の部 ㎏級 第 位

小 灘 真 愛

（松江市立第二中学校 年）
島根県レスリング協会

【平成 年度ジュニアクイーンズカップ・

レスリング選手権大会】

中学生の部 ㎏級 第 位

立 花 拳 斗

（島根県立出雲工業高等学校 年）
島根県高等学校体育連盟

【平成 年度第 回全国高等学校ボクシング選抜大会】

男子フライ級 第 位

福 田 彩 乃

（島根県立浜田高等学校 年）
島根県体操協会

【 ジュニアオリンピックカップ

全日本ジュニア体操競技選手権大会】

女子二部 跳馬 第 位
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氏 名 推薦団体 功 績 概 要

横 棚 美 紅

（環太平洋大学 年）
島根県レスリング協会

【文部科学大臣杯平成 年度

全日本学生レスリング選手権大会】

女子 ㎏級 第 位

直 江 杏

（益田市立益田中学校 年）
島根県卓球協会

【 ジュニアオリンピックカップ

平成 年度全日本卓球選手権大会】

カデットの部 女子ダブルス 第 位

山 﨑 唯 愛

（益田市立益田中学校 年）
島根県卓球協会

【 ジュニアオリンピックカップ

平成 年度全日本卓球選手権大会】

カデットの部 女子ダブルス 第 位

【優秀チーム】

団体名 推薦団体 功 績 概 要

石見智翠館高等学校

女子ラグビー部

島根県ラグビー

フットボール協会

【第 回全国 女子セブンズラグビーフットボール大会】

第 位

奥出雲町立横田中学校

男子ホッケー部

島根県中学校体育連盟

奥出雲町体育協会

【 ジュニアオリンピックカップ

第 回全日本中学生ホッケー選手権大会】

第 位

島根県なぎなた連盟 島根県なぎなた連盟
【第 回都道府県対抗なぎなた大会】

試合競技 第 位

松江シティＦＣ 一社 島根県サッカー協会

【第 回全国社会人サッカー選手権大会】

第 位

【全国地域サッカーチャンピオンズリーグ 】

第 位

５
大田市立第二中学校

野球部
島根県軟式野球連盟

【文部科学大臣杯第 回全日本少年春季軟式野球大会】

第 位

６
島根県立横田高等学校

男子ホッケー部

島根県高等学校体育連盟

奥出雲町体育協会

【第 回全国高等学校選抜ホッケー大会】

第 位

７
出雲北陵高等学校

なぎなた部

島根県なぎなた連盟

島根県高等学校体育連盟

【平成 年度全国高等学校総合体育大会なぎなた競技大会】

団体試合 第 位

開星中学校新体操部 島根県中学校体育連盟

【平成 年度全国中学校体育大会

第 回全国中学校新体操選手権大会】

団体競技 第 位

山陰合同銀行

バドミントン部
島根県バドミントン協会

【厚生労働大臣杯第 回全日本実業団

バドミントン選手権大会】

女子団体 第 位

島根県立出雲農林

高等学校カヌー部

島根県カヌー協会

島根県高等学校体育連盟

【平成 年度全国高等学校総合体育大会カヌー競技大会】

男子カナディアンフォア 第 位

島根県立横田高等学校

女子ホッケー部

島根県高等学校体育連盟

奥出雲町体育協会

【平成 年度全国高等学校総合体育大会ホッケー競技大会】

第 位

中学男子

ホッケー島根選抜
奥出雲町体育協会

【第 回全日本中学生都道府県対抗 人制

ホッケー選手権大会】

第 位

益田市立益田中学校

女子卓球部
島根県卓球協会

【第 回全国中学選抜卓球大会】

女子団体 第 位
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氏 名 推薦団体 功 績 概 要

横 棚 美 紅

（環太平洋大学 年）
島根県レスリング協会

【文部科学大臣杯平成 年度

全日本学生レスリング選手権大会】

女子 ㎏級 第 位

直 江 杏

（益田市立益田中学校 年）
島根県卓球協会

【 ジュニアオリンピックカップ

平成 年度全日本卓球選手権大会】

カデットの部 女子ダブルス 第 位

山 﨑 唯 愛

（益田市立益田中学校 年）
島根県卓球協会

【 ジュニアオリンピックカップ

平成 年度全日本卓球選手権大会】

カデットの部 女子ダブルス 第 位

【優秀チーム】

団体名 推薦団体 功 績 概 要

石見智翠館高等学校

女子ラグビー部

島根県ラグビー

フットボール協会

【第 回全国 女子セブンズラグビーフットボール大会】

第 位

奥出雲町立横田中学校

男子ホッケー部

島根県中学校体育連盟

奥出雲町体育協会

【 ジュニアオリンピックカップ

第 回全日本中学生ホッケー選手権大会】

第 位

島根県なぎなた連盟 島根県なぎなた連盟
【第 回都道府県対抗なぎなた大会】

試合競技 第 位

松江シティＦＣ 一社 島根県サッカー協会

【第 回全国社会人サッカー選手権大会】

第 位

【全国地域サッカーチャンピオンズリーグ 】

第 位

５
大田市立第二中学校

野球部
島根県軟式野球連盟

【文部科学大臣杯第 回全日本少年春季軟式野球大会】

第 位

６
島根県立横田高等学校

男子ホッケー部

島根県高等学校体育連盟

奥出雲町体育協会

【第 回全国高等学校選抜ホッケー大会】

第 位

７
出雲北陵高等学校

なぎなた部

島根県なぎなた連盟

島根県高等学校体育連盟

【平成 年度全国高等学校総合体育大会なぎなた競技大会】

団体試合 第 位

開星中学校新体操部 島根県中学校体育連盟

【平成 年度全国中学校体育大会

第 回全国中学校新体操選手権大会】

団体競技 第 位

山陰合同銀行

バドミントン部
島根県バドミントン協会

【厚生労働大臣杯第 回全日本実業団

バドミントン選手権大会】

女子団体 第 位

島根県立出雲農林

高等学校カヌー部

島根県カヌー協会

島根県高等学校体育連盟

【平成 年度全国高等学校総合体育大会カヌー競技大会】

男子カナディアンフォア 第 位

島根県立横田高等学校

女子ホッケー部

島根県高等学校体育連盟

奥出雲町体育協会

【平成 年度全国高等学校総合体育大会ホッケー競技大会】

第 位

中学男子

ホッケー島根選抜
奥出雲町体育協会

【第 回全日本中学生都道府県対抗 人制

ホッケー選手権大会】

第 位

益田市立益田中学校

女子卓球部
島根県卓球協会

【第 回全国中学選抜卓球大会】

女子団体 第 位

9 

【優秀指導者】

氏 名 推薦団体 功 績 概 要

内 田 裕 美 子

（松江市立第二中学校）
島根県柔道連盟

柔道競技の指導者として優れた指導力を発揮され、優秀選

手並びに優秀チームを育成し、本県スポーツの競技力向上に

貢献されました。

【第７３回国民体育大会優秀選手・監督】

順位 競技名 種 別 種目 氏名 所属 備 考

１位 弓道
少年女子 遠的

川本真桜子 大田高校（３年）

月森 結香 大田高校（２年）

西田亜優美 出雲高校（３年）

監督 宇佐美朝士 出雲高校（教）

２位 レスリング
少年男子

フリースタイル

級
中村 勇士 隠岐島前高校（３年）

監督 河内 龍馬 隠岐島前高校（教）

３位

陸上競技
少年女子Ａ 長﨑さゆり 大社高校（２年）

監督 森本 真晃 出雲商業高校（教）

ボート
少年女子 シングルスカル 沖田 海里 江津工業高校（３年）

監督 沖田 照晃 江津工業高校（教）

レスリング 少年男子

フリースタイル

級
澤谷 孟 隠岐島前高校（３年）

フリースタイル

級
三島 慧太 松江工業高校（３年）

ｸﾞﾚｺﾛｰﾏﾝｽﾀｲﾙ

級
岡 修人 隠岐島前高校（３年）

なぎなた
成年女子 試合

安喰 愛
公益財団法人

島根県体育協会

井上 美代 出雲北陵高校（教）

釜屋 寛子 島根農業協同組合

監督 福田 絵里 株式会社島根銀行

５位 サッカー

成年男子

船川航司朗
松江シティ

株式会社

宮内 寛斗
松江シティ

株式会社

相馬 将夏 ベルシステム

磯江 太勢
松江シティ

株式会社

下村 尚文
島根ナカバヤシ

株式会社

田平 謙 小松電機産業株式会社

長谷川翔平
ドラッグストア

ウェルネス春日店

赤尾 俊
公益財団法人松江市

スポーツ・文化振興財団

赤尾 凌 コナミスポーツ松江

酒井 達磨 浅利観光株式会社

長谷 優 株式会社ホテル一畑

筒井 俊 小松電機産業株式会社

村田 啓也 福山大学

平林 卓也 株式会社ホテル一畑

出口 稔規 ホテル玉泉

監督 田中 孝司
松江シティ

株式会社
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順位 競技名 種 別 種目 氏名 所属 備考

５位 ホッケー 成年男子

高橋 伸也 奥出雲町体育協会

町谷 航平 中国牧場

若槻 省吾 雲南消防署

若槻 晃弘 若槻木工所

渡部 翔 奥出雲

内田 直輝 奥出雲町役場

糸原 信行 簸上清酒合名会社

内田 健斗

コカ・コーラ

ボトラーズジャパン

株式会社福山支店

若月 大輝 島根県立武道館

渡部 楽夢 立命館大学（３年）

落合 晴輝 天理大学（４年）

森田 陽介 東京農業大学（３年）

千原 史也 明治大学（４年）

野原 朋弥 明治大学（３年）

６位 カヌー

成年女子

スプリント

ｶﾔｯｸｼﾝｸﾞﾙ ｍ
原 綾海 武庫川女子大学（３年）

スプリント

ｶﾅﾃﾞｨｱﾝｼﾝｸﾞﾙ ｍ
足立 花笑 武庫川女子大学（３年）

ｶﾅﾃﾞｨｱﾝｼﾝｸﾞﾙ

ｍ ７位

少年男子
スプリント

ｶﾅﾃﾞｨｱﾝﾍﾟｱ ｍ

土井 勝就 出雲農林高校（３年） スプリントｶﾅﾃﾞｨｱﾝﾍﾟｱ

ｍ 位中村 諒一 出雲農林高校（３年）

監督 大畑 篤郎 出雲農林高校（教）

７位

陸上競技 少年女子Ｂ 宮田 星乃 益田高校（１年）

ボート
少年女子 舵手付クｵドルプル

宮内 深加 松江東高校（２年）

吉原 里菜 松江東高校（３年）

義田 千晴 松江北高校（３年）

宮廻 那智 松江北高校（３年）

梶谷 乃愛 松江東高校（３年）

田中 友理 松江東高校（２年）

監督 北浦 正之 横田高校（教）

クレー射撃 成年男子 トラップ

井上 清 株式会社ニチラス

長岡 剛 株式会社長岡塗装店

小出 伸昭 有限会社電技社

８位

カヌー

少年男子
スプリント

ｶﾔｯｸﾍﾟｱ ｍ

瀬上 一樹 島根中央高校（３年）

小畑 陽一 島根中央高校（３年）

少年女子
スプリント

ｶﾔｯｸﾍﾟｱ ｍ

植薄真由美 出雲農林高校（２年） スプリント

ｶﾔｯｸﾍﾟｱ ｍ 位植薄真奈美 出雲農林高校（２年）

なぎなた 少年女子
原 出穂

出雲北陵高校（３年） 
青戸 真実

２）岡田善富賞（ 千円）

当該年度に全国規模のスポーツ競技会において、優秀な成績をおさめ、トップコーチとして

輝いた指導者を表彰した。

氏 名 所 属

磯 谷 竜 也 石見智翠館高等学校

３）スポーツ少年団顕彰（３千円）

①島根県スポーツ少年団顕彰

顕著な功績のある指導者・単位団・市町スポーツ少年団に対し表彰状を授与、また顕著な功績
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順位 競技名 種 別 種目 氏名 所属 備考

５位 ホッケー 成年男子

高橋 伸也 奥出雲町体育協会

町谷 航平 中国牧場

若槻 省吾 雲南消防署

若槻 晃弘 若槻木工所

渡部 翔 奥出雲

内田 直輝 奥出雲町役場

糸原 信行 簸上清酒合名会社

内田 健斗

コカ・コーラ

ボトラーズジャパン

株式会社福山支店

若月 大輝 島根県立武道館

渡部 楽夢 立命館大学（３年）

落合 晴輝 天理大学（４年）

森田 陽介 東京農業大学（３年）

千原 史也 明治大学（４年）

野原 朋弥 明治大学（３年）

６位 カヌー

成年女子

スプリント

ｶﾔｯｸｼﾝｸﾞﾙ ｍ
原 綾海 武庫川女子大学（３年）

スプリント

ｶﾅﾃﾞｨｱﾝｼﾝｸﾞﾙ ｍ
足立 花笑 武庫川女子大学（３年）

ｶﾅﾃﾞｨｱﾝｼﾝｸﾞﾙ

ｍ ７位

少年男子
スプリント

ｶﾅﾃﾞｨｱﾝﾍﾟｱ ｍ

土井 勝就 出雲農林高校（３年） スプリントｶﾅﾃﾞｨｱﾝﾍﾟｱ

ｍ 位中村 諒一 出雲農林高校（３年）

監督 大畑 篤郎 出雲農林高校（教）

７位

陸上競技 少年女子Ｂ 宮田 星乃 益田高校（１年）

ボート
少年女子 舵手付クｵドルプル

宮内 深加 松江東高校（２年）

吉原 里菜 松江東高校（３年）

義田 千晴 松江北高校（３年）

宮廻 那智 松江北高校（３年）

梶谷 乃愛 松江東高校（３年）

田中 友理 松江東高校（２年）

監督 北浦 正之 横田高校（教）

クレー射撃 成年男子 トラップ

井上 清 株式会社ニチラス

長岡 剛 株式会社長岡塗装店

小出 伸昭 有限会社電技社

８位

カヌー

少年男子
スプリント

ｶﾔｯｸﾍﾟｱ ｍ

瀬上 一樹 島根中央高校（３年）

小畑 陽一 島根中央高校（３年）

少年女子
スプリント

ｶﾔｯｸﾍﾟｱ ｍ

植薄真由美 出雲農林高校（２年） スプリント

ｶﾔｯｸﾍﾟｱ ｍ 位植薄真奈美 出雲農林高校（２年）

なぎなた 少年女子
原 出穂

出雲北陵高校（３年） 
青戸 真実

２）岡田善富賞（ 千円）

当該年度に全国規模のスポーツ競技会において、優秀な成績をおさめ、トップコーチとして

輝いた指導者を表彰した。

氏 名 所 属

磯 谷 竜 也 石見智翠館高等学校

３）スポーツ少年団顕彰（３千円）

①島根県スポーツ少年団顕彰

顕著な功績のある指導者・単位団・市町スポーツ少年団に対し表彰状を授与、また顕著な功績

11 

のあった退任指導者へ感謝状を贈呈した。

単位団表彰 竹矢スポーツ少年団

指導者表彰 金築裕介（出雲市）、飯島教行（出雲市）

②日本スポーツ少年団顕彰

永年にわたりスポーツ少年団の指導・育成に貢献した指導者並びに、スポーツ少年団の発展に

貢献した市区町村スポーツ少年団が日本スポーツ少年団より表彰された。

市町村表彰 松江市スポーツ少年団

指導者表彰 藤田彰裕（松江市）、永田一芳（出雲市）

４）国民体育大会特別褒賞制度（ 千円）

国体において入賞かつ競技得点を獲得した選手・監督６９名（選手６１名・監督８名）に

対して報奨金を贈呈し、健闘を称え今後の強化活動を奨励した。

 

（３）指導者養成事業（ 千円）

１）スポーツ指導者研修会（ 千円）

①公認スポーツ指導者研修会

日本スポーツ協会公認スポーツ指導者の更なる資質向上を図るとともに、本県地域スポーツ

の新たな課題解決と活動促進、及び指導力相互の連帯を深めることを目的に開催した。また、

資格更新のための義務研修とし資格更新の促進も図った。

期 日 平成３０年９月９日（日）

会 場 くにびきメッセ（松江市）

内 容 講義Ⅰ 「適切な指導を行うために～暴力根絶に向けて～」

講義Ⅱ 「コーチング～スポーツにおける動機づけと効果的な指導法～」

講 師 吉田繁敬（アイ・プラス株式会社代表、心理カウンセラー）

参加者 １３６名
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②地域スポーツ活動指導者研修会

ア．スポーツ指導者研修会兼島根県ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ関係団体連携・協働推進研修会

スポーツ（障がい者スポーツを含む）及びレクリエーションに関わる団体や、子ど

もの育成に関わる関係者・指導者を対象とした合同研修会を行うことによって、異な

る分野の関係団体間の情報の共有化を推進するとともに、連携・協働して取り組む機

運を高め、本県の生涯スポーツの普及・振興と競技力向上に努めることができた。

期 日 平成３１年３月２日（土）

会 場 ホテル白鳥（松江市）

講 演 「運動好きな子どもを育てるために～

子どもの『からだ』と『こころ』を考える～」

講 師 中村和彦（山梨大学教育学部長／大学院教育学研究科研究科長他）

事例発表 「運動好きな子どもを育てるために」

発表者 梶谷清美（島根県レクリエーション協会 事務局長）

持田比佐子（ＮＰＯ法人しんじ湖スポーツクラブ クラブマネジャー）

福島稔夫（松江市立宍道小学校 校長）

高宮 希（西ノ島町立西ノ島小学校 教諭）

参加者 １３９名

イ．ヒューマンエラー防止研修会～「心」で考える安全・安心研修会～

期 日 平成３０年８月５日（日）

会 場 ニューウェルシティ出雲（出雲市）

講 師 吉田繁敬（心理カウンセラー、アイ・プラス株式会社代表取締役）

参加者 ５０名

２）競技別指導者養成講習会（ 千円）

地域スポーツクラブ等において、年齢・技術レベルや志向等様々な要請に応えることができ

る、特定競技種目の基盤あるいは専門的なスポーツ技術を持った指導能力の高い指導者の養成

を図った。

専門科目 ４０時間

①テニス競技

期 日 平成３０年１０月２１日（日）、１１月４日（日）、２５日（日）

１２月８日（土）、１６日（日）

会 場 松江市矢田体育館

受講者 １１名

②バレーボール競技 
期 日 平成３０年９月１６日（日）、１０月２０日（土）、１１月１１日（日） 

１２月２日（日） 
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会 場 出雲市立第二中学校他 
受講者 ３６名 

③軟式野球競技

期 日 平成３０年１１月２４日（土）～２５日（日）

１２月１日（土）～２日（日）

会 場 島根県立浜山体育館他

受講者 ２０名 

３）スポーツリーダー養成講習会兼スポーツ少年団認定員養成講習会（ 千円）

日本スポーツ協会スポーツ指導者制度に基づき、スポーツ指導やボランティアに関する基礎

的な知識を身に付け、地域活動におけるスポーツグループやサークルなどのリーダー的な存在

として活躍する「スポーツリーダー」の養成及び、日本スポーツ少年団指導者制度に基づき、

地域・市町村においてスポーツ少年団の育成・指導にあたる「スポーツ少年団認定員」の養成

を図るため講習会を開催した。

中 部 会 場

（出雲市）

期 日 平成３０年９月２９日（土）～３０日（日）

会 場 出雲健康センター

参加人数 １５名（認定５名 保留１０名）

東 部 会 場

（松江市）

期 日 平成３０年１２月１日（土）～２日（日）

会 場 島根県職員会館

参加人数 ５０名（認定１５名 保留３４名 再試験１名）

４）生涯スポーツ推進セミナー（ 千円）

生涯スポーツや地域スポーツ活動の推進に関する今日的テーマを取り上げて、県内のスポー

ツ指導者を対象に指導者の養成と資質の向上、活用を図ることを目的に実施した。また、資格

更新のための義務研修とし資格更新の促進を図った。

講 師 吉田繁敬（心理カウンセラー、アイ・プラス株式会社代表取締役）

内 容 幼児期からのアクティブチャイルドプログラム（講義～実技）

《海士会場》

期 日 平成３０年１０月２７日（土）

会 場 海士町立福井小学校

参加者 １９名

《隠岐の島会場》

期 日 平成３０年１０月２８日（日）

会 場 隠岐の島町総合学習センター体育館

参加者 １８名
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５）少年スポーツ指導者セミナー（ 千円）

県内の少年期のスポーツ指導に携わる指導者を対象に、指導者に必要とされる知識、発育

発達特性に応じた指導技術を習得することを目的に開催した。

期 日 平成３０年６月１０日（日）

会 場 島根県職員会館（松江市）

講 師 小西達也（凜んぐ代表／ 公認アスレティックトレーナー）

講 義 「ジュニア期に重要なこと」～息の長いアスリートを育てよう～

参加数 ４１名

６）公認アシスタントマネジャー養成講習会（ 千円）

総合型地域スポーツクラブの運営に必要なマネジメントの基礎知識を有する人材を養成す

ることを目的に養成講習会を開催した。

期 日 平成３０年９月２９日（土）～３０日（日）

会 場 サンライフ松江（松江市）

講義内容及び講師

「地域スポーツクラブとは」、「地域スポーツクラブの現状」

「クラブマネジャーの役割」

講 師 渡辺泰弘（広島経済大学経済学部スポーツ経営学科准教授）

「クラブのつくり方」、「クラブの運営」

講 師 松田雅彦（大阪教育大学附属高等学校平野校舎教諭）

参加数 ２名

７）総合型地域スポーツクラブマネジメント研修会（ 千円）

県内総合型地域スポーツクラブが安定したクラブ運営を行うとともに、クラブ会員が充実

したクラブライフを送るため、クラブマネジャー及びスポーツクラブマネジメント能力の向

上を図る目的で開催した。

《１回目》

期 日 平成３０年８月５日（日）

会 場 ニューウェルシティ出雲（出雲市）

講 師 吉田繁敬（心理カウンセラー、アイ・プラス株式会社代表取締役）

講 義 ヒューマンエラー防止研修会～「心」で考える安全・安心研修会～

参加者 ５０名（クラブ関係者３７名 スポーツ指導者８名 行政関係者５名）

《２回目》

期 日 平成３１年２月１４日（木）

会 場 ニューウェルシティ出雲（出雲市）
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５）少年スポーツ指導者セミナー（ 千円）

県内の少年期のスポーツ指導に携わる指導者を対象に、指導者に必要とされる知識、発育

発達特性に応じた指導技術を習得することを目的に開催した。

期 日 平成３０年６月１０日（日）

会 場 島根県職員会館（松江市）

講 師 小西達也（凜んぐ代表／ 公認アスレティックトレーナー）

講 義 「ジュニア期に重要なこと」～息の長いアスリートを育てよう～

参加数 ４１名

６）公認アシスタントマネジャー養成講習会（ 千円）

総合型地域スポーツクラブの運営に必要なマネジメントの基礎知識を有する人材を養成す

ることを目的に養成講習会を開催した。

期 日 平成３０年９月２９日（土）～３０日（日）

会 場 サンライフ松江（松江市）

講義内容及び講師

「地域スポーツクラブとは」、「地域スポーツクラブの現状」

「クラブマネジャーの役割」

講 師 渡辺泰弘（広島経済大学経済学部スポーツ経営学科准教授）

「クラブのつくり方」、「クラブの運営」

講 師 松田雅彦（大阪教育大学附属高等学校平野校舎教諭）

参加数 ２名

７）総合型地域スポーツクラブマネジメント研修会（ 千円）

県内総合型地域スポーツクラブが安定したクラブ運営を行うとともに、クラブ会員が充実

したクラブライフを送るため、クラブマネジャー及びスポーツクラブマネジメント能力の向

上を図る目的で開催した。

《１回目》

期 日 平成３０年８月５日（日）

会 場 ニューウェルシティ出雲（出雲市）

講 師 吉田繁敬（心理カウンセラー、アイ・プラス株式会社代表取締役）

講 義 ヒューマンエラー防止研修会～「心」で考える安全・安心研修会～

参加者 ５０名（クラブ関係者３７名 スポーツ指導者８名 行政関係者５名）

《２回目》

期 日 平成３１年２月１４日（木）

会 場 ニューウェルシティ出雲（出雲市）

4 
 

講 師 徳田 康（公益財団法人愛知県サッカー協会専務理事）

講 義 今考えるクラブのビジョンとは

参加者 ２７名（クラブ関係者２４名 行政関係者３名）

８）島根県スポーツ競技力向上セミナー（ 千円）

高校指定校指導者、中学生指定競技指導者、重点指導者、高校・中学保健体育新規採用

教員、競技団体推薦指導者を一堂に会し、「メンタルコーチング」をテーマに選手への指

導方法や部活動の在り方を考える講演会、また実際の指導現場での活用についてグループ

ディスカッション等を行い、指導者の資質と強化に対する意欲を高めた。

期 日 平成３１年２月２２日（金）

会 場 ホテル白鳥

講 師 土 屋 裕 睦（大阪体育大学学長補佐・大学院教授）

参加者 １０６名

９）競技団体別指導者養成（ 千円）

県外から実績のある指導者を招聘し、県内指導者の資質の向上を図った。

９競技団体実施

１０）指導者派遣事業（ 千円）

①スポーツ指導者派遣事業（スポーツクリニック）（４事業）

県民が生涯にわたって継続的なスポーツライフに親しめるよう、地域でスポーツ活動を行

うスポーツクラブ、団体等を対象に、本会の職員を派遣しスポーツ活動のサポートを行い、

地域の活性化、コミュニティの構築を図った。

実施団体 事業名 開催日 参加者数

津和野町立日原小学校
日原小ＰＴＣ（親子）活動

～スラックライン実技～
月 日

小学 年生及び

親・兄弟・教員 名

松江市立朝酌小学校 国技すもうを学ぼう 月 ・ 日 小学 ～ 年生 名

法人斐川体育協会

ひかわスポーツ夢クラブ

こども夢スポーツ教室

～スラックライン入門実技～
月 日 小学 ～ 年生 名

法人斐川体育協会

ひかわスポーツ夢クラブ

こども夢スポーツ教室

～バスケットボール入門実技～
月 日 小学 ～ 年生 名

②スポーツリーダーバンク派遣

市町村や地域の各種団体の申請に応じ、スポーツの普及振興や競技力向上、指導者養成等

のためスポーツリーダーバンク登録指導者の派遣を行った。

ア．事業名 親子水泳教室

期 日 平成３０年７月２５日（水）
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依頼者 仁多福祉会三沢幼児園

会 場 奥出雲町立三沢小学校プール

講 師 澤田和憲（日本赤十字社島根県支部）

参加者 ２６名

イ．事業名 浜田市スポーツ少年団育成母集団研修会

期 日 平成３０年１２月１６日（日）

依頼者 浜田市スポーツ少年団

会 場 島根県立西部総合福祉センター（いわみーる）研修室

講 師 大菅一美（健康管理士）

参加者 ２１名

ウ．事業名 ひかわフィットネスリーダーフォローアップ講座

期 日 平成３１年２月６日（水）

依頼者 法人斐川体育協会ひかわスポーツ夢クラブ

会 場 アクティーひかわ 会議室

講 師 妹尾 翼（理学療法士： 公認ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾅｰ／ＡＴＲｅ代表）

参加者 １２名

エ．事業名 隠岐でいきいきと働くために！運動の専門家講習会

期 日 平成３１年２月２２日（金）

依頼者 島根県隠岐支庁職員

会 場 隠岐支庁 別館第３会議室

講 師 妹尾 翼（理学療法士： 公認ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾅｰ／ＡＴＲｅ代表）

参加者 ２６名

③広域スポーツセンター指導者派遣

総合型地域スポーツクラブの申請に応じ、設立・育成に向けた助言、スポーツを通じた地域

づくりの指導や実技指導を行うためことを目的に、スポーツリーダーバンク登録指導者等を

派遣した。

ア．事業名 ひかわフィットネスリーダーフォローアップ講座

期 日 平成３１年３月６日（水）

依頼者 法人斐川体育協会ひかわスポーツ夢クラブ

会 場 アクティーひかわ 会議室

講 師 大菅一美（健康管理士）

参加者 ７名
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依頼者 仁多福祉会三沢幼児園

会 場 奥出雲町立三沢小学校プール

講 師 澤田和憲（日本赤十字社島根県支部）

参加者 ２６名

イ．事業名 浜田市スポーツ少年団育成母集団研修会

期 日 平成３０年１２月１６日（日）

依頼者 浜田市スポーツ少年団

会 場 島根県立西部総合福祉センター（いわみーる）研修室

講 師 大菅一美（健康管理士）

参加者 ２１名

ウ．事業名 ひかわフィットネスリーダーフォローアップ講座

期 日 平成３１年２月６日（水）

依頼者 法人斐川体育協会ひかわスポーツ夢クラブ

会 場 アクティーひかわ 会議室

講 師 妹尾 翼（理学療法士： 公認ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾅｰ／ＡＴＲｅ代表）

参加者 １２名

エ．事業名 隠岐でいきいきと働くために！運動の専門家講習会

期 日 平成３１年２月２２日（金）

依頼者 島根県隠岐支庁職員

会 場 隠岐支庁 別館第３会議室

講 師 妹尾 翼（理学療法士： 公認ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾅｰ／ＡＴＲｅ代表）

参加者 ２６名

③広域スポーツセンター指導者派遣

総合型地域スポーツクラブの申請に応じ、設立・育成に向けた助言、スポーツを通じた地域

づくりの指導や実技指導を行うためことを目的に、スポーツリーダーバンク登録指導者等を

派遣した。

ア．事業名 ひかわフィットネスリーダーフォローアップ講座

期 日 平成３１年３月６日（水）

依頼者 法人斐川体育協会ひかわスポーツ夢クラブ

会 場 アクティーひかわ 会議室

講 師 大菅一美（健康管理士）

参加者 ７名
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イ．事業名 パラスポーツプログラム

期 日 平成３１年３月１０日（日）

依頼者 法人 加茂スポーツクラブ

会 場 雲南市加茂 海洋センターラソンテ アリーナ

講 師 細井利美（障がい者スポーツ指導員）

参加者 ３２名

④日本スポーツ少年団認定育成員研修会への派遣

ア．期 日 平成３０年１０月２０日（土）

会 場 高松センタービル

参加者 松江市 名、大田市 名、江津市 名

イ．期 日 平成３０年１１月３日（土）

会 場 新大阪コンファレンスセンター

参加者 安来市１名、浜田市 名

⑤中国ブロックスポーツ少年団指導者研究協議会への派遣

期 日 平成３０年１１月１５日（木）～１６日（金）

会 場 クラウンプラザホテル（米子市）

参加者 指導者協議会代表１名、事務担当者１名

⑥第１回ジュニアスポーツフォーラムへの派遣

期 日 平成３０年６月１７日（日）

会 場 ホテルグランドパレス（東京都）

参加者 安来市 名、大田市 名

⑦全国スポーツ少年団指導者協議会への派遣

期 日 平成３０年６月１５日（金）～１６日（土）

会 場 国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都）

参加者 県指導者協議会代表１名

⑧全国スポーツ少年団リーダー連絡会への派遣

期 日 平成３０年６月１６日（土）～１７日（日）

会 場 国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都）

参加者 雲南市スポーツ少年団（指導者１名、団員１名）

⑨中国ブロックスポーツ少年団リーダー研究大会への派遣

期 日 平成３０年８月１７日（金）～１９日（日）

会 場 島根県立少年自然の家（江津市）

参加者 指導者１名（安来市スポーツ少年団）、団員２名（雲南市スポーツ少年団）
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⑩重点指導者の県外研修派遣

選手の資質や能力を十分に引き出す優秀な指導者を養成するために、県外の先進校や研修会

等へ１４名の指導者を派遣した。

（４）競技力育成強化事業（ 千円）

島根県教育委員会並びに本県体育・スポーツ関係団体と緊密な連携を図ることにより効果的

な短期対策を実施し、全国中学校体育大会、全国高等学校総合体育大会等の全国規模の大会で

活躍できる選手の育成・強化や第７３回国民体育大会「福井しあわせ元気国体」において昨年

を上回る総合成績を目指した。

併せて、将来的な展望に立った中・長期対策を地域と一体となり実施することにより、ジュ

ニア層の選手強化と普及を図った。

１）国体強化事業（ 千円）

① 指定選手の特別強化

ア．国体２次、１次

ア）国体２次強化

第７３回国体において、総合成績を上げるため、第７０・７１・７２回国体において

成果をあげた団体または個人を強化指定（２次）し、もっとも効率が高い強化事業を実

施した。

強化Ａ指定・・第７０回から第７２回国体で２回以上入賞した競技の団体、個人

１１競技 １２７名

強化Ｂ指定・・第７０回から第７２回国体の間に１回入賞した競技の団体、個人

１０競技 ４５名

企業指定・・・企業をあげて競技力向上を目指している競技の団体

２競技 ２０名

イ）国体１次強化

第７４回国体に向け、競技レベルの向上を図るため、第７１・７２・７３回国体におい

て成果を上げた団体、個人の種別を強化指定（１次）し、県外での強化練習を実施した。

強化Ａ指定・・第７１回から第７３回国体で２回以上入賞した競技の団体、個人

１０競技 ９０名

強化Ｂ指定・・第７１回から第７３回国体の間に１回入賞した競技の団体、個人

１２競技 ９８名

企業指定・・・企業をあげて競技力向上を目指している競技の団体

２競技 ２０名

イ．国体ブロック大会後の強化

ブロック大会終了後、本大会において確実に入賞するため、ブロック大会突破競技や、

県単独出場競技で入賞が期待される競技の県外遠征・現地合宿を実施した。

１１競技 ８０名
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⑩重点指導者の県外研修派遣

選手の資質や能力を十分に引き出す優秀な指導者を養成するために、県外の先進校や研修会

等へ１４名の指導者を派遣した。

（４）競技力育成強化事業（ 千円）

島根県教育委員会並びに本県体育・スポーツ関係団体と緊密な連携を図ることにより効果的

な短期対策を実施し、全国中学校体育大会、全国高等学校総合体育大会等の全国規模の大会で

活躍できる選手の育成・強化や第７３回国民体育大会「福井しあわせ元気国体」において昨年

を上回る総合成績を目指した。

併せて、将来的な展望に立った中・長期対策を地域と一体となり実施することにより、ジュ

ニア層の選手強化と普及を図った。

１）国体強化事業（ 千円）

① 指定選手の特別強化

ア．国体２次、１次

ア）国体２次強化

第７３回国体において、総合成績を上げるため、第７０・７１・７２回国体において

成果をあげた団体または個人を強化指定（２次）し、もっとも効率が高い強化事業を実

施した。

強化Ａ指定・・第７０回から第７２回国体で２回以上入賞した競技の団体、個人

１１競技 １２７名

強化Ｂ指定・・第７０回から第７２回国体の間に１回入賞した競技の団体、個人

１０競技 ４５名

企業指定・・・企業をあげて競技力向上を目指している競技の団体

２競技 ２０名

イ）国体１次強化

第７４回国体に向け、競技レベルの向上を図るため、第７１・７２・７３回国体におい

て成果を上げた団体、個人の種別を強化指定（１次）し、県外での強化練習を実施した。

強化Ａ指定・・第７１回から第７３回国体で２回以上入賞した競技の団体、個人

１０競技 ９０名

強化Ｂ指定・・第７１回から第７３回国体の間に１回入賞した競技の団体、個人

１２競技 ９８名

企業指定・・・企業をあげて競技力向上を目指している競技の団体

２競技 ２０名

イ．国体ブロック大会後の強化

ブロック大会終了後、本大会において確実に入賞するため、ブロック大会突破競技や、

県単独出場競技で入賞が期待される競技の県外遠征・現地合宿を実施した。

１１競技 ８０名
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② 特殊競技の支援

ア．競技用具の整備

強化を図るために必要な競技用具整備の補助を行った。 
イ．用具運搬費の補助

ボート、ヨットに合宿地や練習会場等への競技用具の運搬費を補助し強化活動を支援し

た。

ウ．維持管理費の補助

ボクシング・アーチェリー練習場借地料を補助した。

エ．練習付帯経費の補助

ライフル射撃、クレー射撃の弾代を補助した。

２）ジュニア選手の育成強化事業（ 千円）

① 重点校（別表１）

ア．県外遠征

全国レベルで活躍する選手を育成するために、全国大会や中国大会の成績をもとに指定

した競技種目のランク付けをし、年度計画による県外遠征費を補助することで実践力を高

めた。

Ａランク・・・男子 ７種目 女子 ６種目

Ｂランク・・・男子 ７種目 女子 ４種目

Ｃランク・・・男子 ４種目 女子 ５種目

イ．県外強豪校等の招請

男子１８種目、女子１５種目において、県外の強豪校チームや個人選手を招請し、合同

練習や練習試合を実施することで競技力向上を図った。

② 国体女子種目指定校 別表２

女子競技の競技力向上のため、国体の成年・少年種別の区別のない女子種目で実績のあ

る高校４校（４競技）を国体女子種目指定校に指定し、各ランク別による県外遠征を実施

し強化を図った。

Ａランク・・・１種目 Ｂランク・・・１種目 Ｃランク・・・２種目

③ 中学生指定競技（別表３）

全国レベルで活躍する選手を育成するため１３競技を指定し、年間計画に基づく県外遠

征を実施し中学生の強化を図った。

④ 世界へ羽ばたくジュニア選手の育成・強化

オリンピックや世界選手権などの国際大会で活躍できる選手を育成するため、全国規模

の大会で活躍している選手延べ６名、その指導者延べ５名を県外遠征等に派遣し選手強化

を図った。

⑤ 地域が輝くスポーツしまね推進プロジェクト

ア．競技スポーツ強化・普及促進

・競技団体と地域が一体となり、練習会・講習会・フェスティバル等を実施することによ

り、競技力の向上並びに普及を図ることを目的に、単年度計画書の提出のあった国体実施

競技団体に対し事業を実施。指導者養成、ジュニア育成を始め選手強化など競技団体が実

状に応じて必要な事業を実施した。
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・都道府県対抗駅伝において、本県チームの成績向上を図るため、単年度強化計画を提出

させ事業を実施した。

・２０２０年東京オリンピックに向けた選手育成事業として、有力選手を指定して強化事

業を実施した。

・トップチーム強化活動支援について、松江シティＦＣ サッカー 、セルリオ島根 ホッ

ケー 、山陰合同銀行バドミントン部をトップチームとして強化活動支援事業対象団体に

指定し強化を図った。

イ．西部・隠岐拠点校（別表４）

県西部（大田以西）、隠岐地域の県立高校を対象に、小中学生の段階から地域を挙げた競

技力向上が継続的に見込める学校男子４校（６競技）、女子４校（５競技）を指定し、県外遠

征を実施した。

⑥ しまね未来のアスリート育成【モデル事業】 新規

モデル事業として中学生対象の「競技体験会」、小学生対象の「集まれ！未来のアスリート

たち」を開催した。

中学生は中学校に部活動がない４競技に２３名の参加があり、各競技の基本や初めての体

験に興味をもって取り組んでいた。

小学生対象は５７名の参加があり、コーディネーショントレーニング、未体験の競技に楽

しく取り組めた。

⑦ スポーツ少年団育成強化・交流促進事業

ア．母集団育成事業

市町スポーツ少年団が開催する母集団育成事業を推進し、青少年の健全育成を図った。

市町名 実施期日・会場 内容・人数

１ 雲 南 市
平成３０年６月２９日（金）

（会場）大東公園市民体育館

スポーツ科学クリニック

（参加者数）５８名

２ 飯 南 町
平成３０年８月１６日（木）

（会場）頓原小学校、頓原中学校体育館

夏期巡回ラジオ体操

（参加者数）５１０名

３ 奥 出 雲 町
平成３１年２月１６日（土）

（会場）横田中学校体育館

子どもの生活習慣にスポーツを取り入

れるメリット

（参加者数）６０名

４ 安 来 市
平成３１年２月１７日（日）

（会場）伯太わかさ会館

平成 年度安来市スポーツ少年団

研修会・指導者連絡会

（参加者数）６０名

５ 大 田 市
平成３１年２月１７日（日）

（会場）大田小学校

大田市スポーツ少年団交流大会

（参加者数）１２０名

イ．市町スポーツ少年団本部連携強化事業

本県に登録している市町本部及び単位団との連携を図るために、市町本部が開催する総

会または単位団との連絡会議等に出向き、情報提供や意見交換を行い関係者との連携強化

を図った。

○実施内容

市町本部 ５市町本部（江津市、奥出雲町、飯南町、隠岐の島町、雲南市）
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・都道府県対抗駅伝において、本県チームの成績向上を図るため、単年度強化計画を提出

させ事業を実施した。

・２０２０年東京オリンピックに向けた選手育成事業として、有力選手を指定して強化事

業を実施した。

・トップチーム強化活動支援について、松江シティＦＣ サッカー 、セルリオ島根 ホッ

ケー 、山陰合同銀行バドミントン部をトップチームとして強化活動支援事業対象団体に

指定し強化を図った。

イ．西部・隠岐拠点校（別表４）

県西部（大田以西）、隠岐地域の県立高校を対象に、小中学生の段階から地域を挙げた競

技力向上が継続的に見込める学校男子４校（６競技）、女子４校（５競技）を指定し、県外遠

征を実施した。

⑥ しまね未来のアスリート育成【モデル事業】 新規

モデル事業として中学生対象の「競技体験会」、小学生対象の「集まれ！未来のアスリート

たち」を開催した。

中学生は中学校に部活動がない４競技に２３名の参加があり、各競技の基本や初めての体

験に興味をもって取り組んでいた。

小学生対象は５７名の参加があり、コーディネーショントレーニング、未体験の競技に楽

しく取り組めた。

⑦ スポーツ少年団育成強化・交流促進事業

ア．母集団育成事業

市町スポーツ少年団が開催する母集団育成事業を推進し、青少年の健全育成を図った。

市町名 実施期日・会場 内容・人数

１ 雲 南 市
平成３０年６月２９日（金）

（会場）大東公園市民体育館

スポーツ科学クリニック

（参加者数）５８名

２ 飯 南 町
平成３０年８月１６日（木）

（会場）頓原小学校、頓原中学校体育館

夏期巡回ラジオ体操

（参加者数）５１０名

３ 奥 出 雲 町
平成３１年２月１６日（土）

（会場）横田中学校体育館

子どもの生活習慣にスポーツを取り入

れるメリット

（参加者数）６０名

４ 安 来 市
平成３１年２月１７日（日）

（会場）伯太わかさ会館

平成 年度安来市スポーツ少年団

研修会・指導者連絡会

（参加者数）６０名

５ 大 田 市
平成３１年２月１７日（日）

（会場）大田小学校

大田市スポーツ少年団交流大会

（参加者数）１２０名

イ．市町スポーツ少年団本部連携強化事業

本県に登録している市町本部及び単位団との連携を図るために、市町本部が開催する総

会または単位団との連絡会議等に出向き、情報提供や意見交換を行い関係者との連携強化

を図った。

○実施内容

市町本部 ５市町本部（江津市、奥出雲町、飯南町、隠岐の島町、雲南市）
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参加者数 ９４名

参 加 者 教育長、本部長、本部委員、単位団指導者、保護者、事務局等

ウ．交歓・交流事業

地域におけるスポーツ少年団活動を促進するため、スポーツ活動、文化活動等の交歓

交流活動を開催し、県内外の仲間と交流を図ることができた。

ア）全国スポーツ少年団競技別交流大会島根県予選大会の開催

・バレーボール

期 日 平成３０年１１月１８日（日）

会 場 鹿島総合体育館（松江市）

参加者 【女子】１９チーム（全国大会出場 伯太スポーツ少年団）

・剣 道

期 日 平成３０年１２月９日（日）

会 場 島根県立武道館（松江市）

参加者 【団体】５チーム（全国大会出場 出雲市スポーツ少年団※選抜）

【男子個人】４名（全国大会出場 大社剣道スポーツ少年団）

【女子個人】３名（全国大会出場 忌部剣道スポーツ少年団）

イ）中国ブロックスポーツ少年大会の開催

期 日 平成３０年８月１７日（金）～１９日（日）

会 場 島根県立少年自然の家（江津市）

参加者 中国３県（岡山県、広島県、山口県）指導者３名 団員１７名

県内指導者 １名（松江市スポーツ少年団）

団 員 ２名（安来市スポーツ少年団 名、雲南市スポーツ少年団１名）

ウ） 年日中スポーツ団員交流（派遣）

日中両国間の青少年が互いに交流を深め、相手の国や文化を理解し、時代を担う若

者として貴重な体験をすることを目的に同時交流に派遣した。

期 日 平成３０年８月５日（日）～１１日（土）

会 場 中華人民共和国（湖北省）

参加者 団長団 副団長 名（島根県スポーツ少年団本部長）

指導者 ２名（松江市スポーツ少年団１名、雲南市スポーツ少年団１名）

団 員 ５名（松江市スポーツ少年団２名、雲南市スポーツ少年団１名、

安来市スポーツ少年団２名）

エ）第 回日独スポーツ少年団同時交流（受入）

両国間の青少年が互いに交流を深め、相手の国や文化を理解し、次代を担う若者と

して貴重な体験をすることにより、将来の指導者を目指すリーダーの養成を目的に受

入を実施した。（ 月の災害のため岡山県が受入をすることができなかったため、急遽、

県本部として受入を実施した）

期 日 平成３０年８月３日（金）～５日（日）

会 場 島根県立少年自然の家（江津市）他県内施設

参加者 ドイツスポーツユーゲント、ザクセン・ザクセンアンハルト

指導者 １名

団 員 ９名
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エ．競技別交歓会の開催

スポーツを通じて団員相互の交流及び団活動を豊かなものとし、地域における団活動の

活性化を図ることを目的に、各競技別の交流大会を関係団体と連携し実施した。

ア）県内競技別交歓会（５事業）

・剣 道

期 日 平成３０年５月２０日

会 場 奥出雲町民体育館（奥出雲町）

参加数 ２２団体３５チーム

・ミニバスケットボール

日 時 平成３０年９月２３日（日）

会 場 斐川第２体育館（出雲市）

参加数 ８チーム

・バレーボール

日 時 平成３０年１０月２０日（日）

会 場 江津市民体育館・第２体育館（江津市）

参加数 １９チーム

・軟式野球

日 時 平成３０年１１月１１日（日）

会 場 松江市内６会場（松江市）

参加数 ２６チーム

イ）全国交流大会への派遣

・第５６回全国スポーツ少年大会への派遣

期 日 平成３０年８月２日（木）～５日（日）

会 場 【主会場】茨城県立白浜少年自然の家（茨城県）

参加者 雲南市スポーツ少年団 指導者１名、団員１名

・第１６回全国バレーボール交流大会への派遣

期 日 平成３１年３月２８日（木）～３１日（日）

会 場 【主会場】べっぷアリーナ（大分県）

参加者 【女子】伯太スポーツ少年団 安来市）

・第４１回全国剣道交流大会への派遣

期 日 平成３１年３月２７日（水）～２９日（金）

会 場 維新百年記念公園スポーツ文化センター（山口県）

参加者 【団 体】出雲市スポーツ少年団※選抜

【男子個人】１名 大社剣道スポーツ少年団

【女子個人】１名 忌部剣道スポーツ少年団

オ．からだづくり運動ひろば開催事業

未就学から小学校低学年のスポーツ少年団員及び児童を対象に、遊びを通した運動

プログラムを提供し、からだを動かすことの楽しさや面白さを感じてもらい、スポー

ツに意欲的に参加する子ども達の育成を目的に県内３会場で開催した。

ア）西部会場

期 日 平成３０年１０月１３日（土）
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エ．競技別交歓会の開催

スポーツを通じて団員相互の交流及び団活動を豊かなものとし、地域における団活動の

活性化を図ることを目的に、各競技別の交流大会を関係団体と連携し実施した。

ア）県内競技別交歓会（５事業）

・剣 道

期 日 平成３０年５月２０日

会 場 奥出雲町民体育館（奥出雲町）

参加数 ２２団体３５チーム

・ミニバスケットボール

日 時 平成３０年９月２３日（日）

会 場 斐川第２体育館（出雲市）

参加数 ８チーム

・バレーボール

日 時 平成３０年１０月２０日（日）

会 場 江津市民体育館・第２体育館（江津市）

参加数 １９チーム

・軟式野球

日 時 平成３０年１１月１１日（日）

会 場 松江市内６会場（松江市）

参加数 ２６チーム

イ）全国交流大会への派遣

・第５６回全国スポーツ少年大会への派遣

期 日 平成３０年８月２日（木）～５日（日）

会 場 【主会場】茨城県立白浜少年自然の家（茨城県）

参加者 雲南市スポーツ少年団 指導者１名、団員１名

・第１６回全国バレーボール交流大会への派遣

期 日 平成３１年３月２８日（木）～３１日（日）

会 場 【主会場】べっぷアリーナ（大分県）

参加者 【女子】伯太スポーツ少年団 安来市）

・第４１回全国剣道交流大会への派遣

期 日 平成３１年３月２７日（水）～２９日（金）

会 場 維新百年記念公園スポーツ文化センター（山口県）

参加者 【団 体】出雲市スポーツ少年団※選抜

【男子個人】１名 大社剣道スポーツ少年団

【女子個人】１名 忌部剣道スポーツ少年団

オ．からだづくり運動ひろば開催事業

未就学から小学校低学年のスポーツ少年団員及び児童を対象に、遊びを通した運動

プログラムを提供し、からだを動かすことの楽しさや面白さを感じてもらい、スポー

ツに意欲的に参加する子ども達の育成を目的に県内３会場で開催した。

ア）西部会場

期 日 平成３０年１０月１３日（土）
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会 場 島根県立体育館（浜田市）

参加数 子ども３２名・保護者等１７名 計４９名

イ）中部会場

期 日 平成３０年１１月４日（日）

会 場 三刀屋文化体育館アスパル（雲南市）

参加数 子ども１０名・保護者等７名 計１７名

ウ）東部会場

期 日 平成３１年２月３日（日）

会 場 松江市総合体育館（松江市）

参加数 子ども２２名・保護者等１２名 計３４名

⑧リーダー養成事業

日本スポーツ少年団リーダー制度に基づき、スポーツ少年団発展の担い手として期待される

ジュニア・リーダー（小学生）及びリーダー（中学・高校・大学生）を育成することを目的に

事業を展開した。

ア．県リーダー会活動支援

県スポーツ少年団リーダー会を対象に活動の促進と資質の向上を図ることを目的に、活

動に必要な経費の一部を助成し支援した。

ア）研修会等の実施

回 数 年間２回

会 場 雲南市

参加数 リーダー他 述べ２０名

イ）県本部事業等への協力

回 数 年間５回

会 場 雲南市他４会場

参加数 リーダー他 述べ３３名

イ．ジュニア・リーダースクール及びリーダー研修会の開催

スポーツ少年団に登録する小学生及び中・高校生等青少年リーダーを対象に、団のリー

ダーとしての資質の向上を図ることを目的に、将来のスポーツ少年団指導者を養成する

泊２日の研修会を開催した。

期 日 平成３０年５月５日（土）～６日（日）

会 場 国立三瓶青少年交流の家（大田市）

参加数 １１名

３）スポーツ医・科学事業（ 千円）

①国体チームサポーター派遣事業

国体ブロック大会、本大会に述べ４４名（ブロック大会２０名、本大会２２名、冬季大会

２名）のトレーナー、支援コーチを派遣し、監督･選手のコンディション向上とパフォーマン

ス向上を図った。

②スポーツ医・科学サポート事業

ジュニアスポーツ選手のさらなる競技力の向上を目指して、県内に医・科学サポート体制
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を構築し、選手やチーム等へ専門的な知識を持ったサポートスタッフを派遣するとともに、

メンタルトレーナーの協力を得て、選手・指導者に対して「自己（選手）の能力を最大限に

発揮させること」で競技力の向上を目的に、心理的サポートの研修会等を実施した。また、

事業を効果的に行うために、事業協力派遣団体の県医師会、県理学療法士会、県アスレティ

ックトレーナー協議会、県スポーツ栄養研究会、県栄養士会、県薬剤師会の代表者による連

絡調整会議を開催した。

・スポーツ医・科学サポート指導派遣対象

サポートスタッフ派遣期間 平成３０年４月～平成３１年２月

中学校 １０校 ２５部活動 ３２９名

高等学校２４校 ５６部活動 ９３９名

競技団体 ３団体 ３チーム ５０名

・メンタルトレーニング研修会

第１回 東部 期 日 平成３０年７月８日（日）

会 場 島根県民会館（松江市）

指導者 村上妃斗美（メンタルトレーナー）

参加者 １１７名（選手、指導者、スタッフ）

中部 期 日 平成３０年７月１日（土）

会 場 出雲ロイヤルホテル（出雲市）

指導者 村上妃斗美（メンタルトレーナー）

参加者 ５４名（選手、指導者、スタッフ）

西部 期 日 平成３０年７月２日（日）

会 場 島根県立大学浜田キャンパス（浜田市）

指導者 村上妃斗美（メンタルトレーナー）

参加者 ４８名（選手、指導者、スタッフ）

第２回 東部 期 日 平成３０年１２月８日（土）

会 場 島根県職員会館（松江市）

指導者 武田守弘（メンタルトレーナー）

参加者 ８１名（選手、指導者、スタッフ）

中部 期 日 平成３０年１２月９日（日）

会 場 ニューウエルシティ出雲（出雲市）

指導者 武田守弘（メンタルトレーナー）

参加者 ９１名（選手、指導者、スタッフ）

西部 期 日 平成３０年１２月２日（日）

会 場 島根県立大学浜田キャンパス（浜田市）

指導者 武田守弘（メンタルトレーナー）

参加者 ８４名（選手、指導者、スタッフ）

・メンタルトレーニング講習会

期 日 平成３１年２月１７日（日）

会 場 島根県職員会館（松江市）

指導者 関矢寛史（メンタルトレーナー）

参加者 ２８名（大学講師、大学生、指導者、スタッフ）
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を構築し、選手やチーム等へ専門的な知識を持ったサポートスタッフを派遣するとともに、

メンタルトレーナーの協力を得て、選手・指導者に対して「自己（選手）の能力を最大限に

発揮させること」で競技力の向上を目的に、心理的サポートの研修会等を実施した。また、

事業を効果的に行うために、事業協力派遣団体の県医師会、県理学療法士会、県アスレティ

ックトレーナー協議会、県スポーツ栄養研究会、県栄養士会、県薬剤師会の代表者による連

絡調整会議を開催した。

・スポーツ医・科学サポート指導派遣対象

サポートスタッフ派遣期間 平成３０年４月～平成３１年２月

中学校 １０校 ２５部活動 ３２９名

高等学校２４校 ５６部活動 ９３９名

競技団体 ３団体 ３チーム ５０名

・メンタルトレーニング研修会

第１回 東部 期 日 平成３０年７月８日（日）

会 場 島根県民会館（松江市）

指導者 村上妃斗美（メンタルトレーナー）

参加者 １１７名（選手、指導者、スタッフ）

中部 期 日 平成３０年７月１日（土）

会 場 出雲ロイヤルホテル（出雲市）

指導者 村上妃斗美（メンタルトレーナー）

参加者 ５４名（選手、指導者、スタッフ）

西部 期 日 平成３０年７月２日（日）

会 場 島根県立大学浜田キャンパス（浜田市）

指導者 村上妃斗美（メンタルトレーナー）

参加者 ４８名（選手、指導者、スタッフ）

第２回 東部 期 日 平成３０年１２月８日（土）

会 場 島根県職員会館（松江市）

指導者 武田守弘（メンタルトレーナー）

参加者 ８１名（選手、指導者、スタッフ）

中部 期 日 平成３０年１２月９日（日）

会 場 ニューウエルシティ出雲（出雲市）

指導者 武田守弘（メンタルトレーナー）

参加者 ９１名（選手、指導者、スタッフ）

西部 期 日 平成３０年１２月２日（日）

会 場 島根県立大学浜田キャンパス（浜田市）

指導者 武田守弘（メンタルトレーナー）

参加者 ８４名（選手、指導者、スタッフ）

・メンタルトレーニング講習会

期 日 平成３１年２月１７日（日）

会 場 島根県職員会館（松江市）

指導者 関矢寛史（メンタルトレーナー）

参加者 ２８名（大学講師、大学生、指導者、スタッフ）
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・医科学サポート連絡調整会議

第１回 期 日 平成３０年７月２６日（木）

会 場 県立水泳プール 会議室

第２回 期 日 平成３０年１０月１８日（木）

会 場 サンライフ松江 研修室

第３回 期 日 平成３１年１月２４日（木）

会 場 県立水泳プール 会議室

第４回 期 日 平成３１年３月２６日（火）

会 場 県立水泳プール 会議室

③アンチ・ドーピング教育・啓発事業

国体出場選手・監督並びに競技団体・県内高校ジュニア選手に対し、スポーツドクターや

スポーツファーマシストを派遣し、ドーピングについての正しい知識や市販の薬並びにサプ

リメント使用の注意を促すとともにスポーツ栄養等についての教育・啓発を図った。

【研修会・説明会】

・会期前実施競技激励式時

期 日 平成３０年８月３１日（金）

会 場 県立武道館 洋会議室（松江市）

対象者 第７３回会期前国体出場選手・監督等 ２５名

内 容 「大会直前並びに現地での薬物使用の注意点」

講 師 望月 瞭：島根県薬剤師会（スポーツファーマシスト）

・本国体結団式時

期 日 平成３０年９月２２日（土）

会 場 島根県職員会館 アリーナ

対象者 第７３回本国体出場選手・監督等 １０６名

内 容 「大会直前並びに現地での薬物使用の注意点」

講 師 清水 哲：島根県薬剤師会（スポーツファーマシスト）

・冬季大会激励式時（スケート競技）

期 日 平成３１年１月１７日（木）

会 場 県立武道館 洋会議室

対象者 第７４冬季大会スケート競技出場選手・監督等 ４名

内 容 「大会直前並びに現地での薬物使用の注意点」

講 師 新宮瑞夫：島根県薬剤師会（スポーツファーマシスト）

・冬季大会激励式時（スキー競技）

期 日 平成３１年２月５日（火）

会 場 県立武道館 洋会議室

対象者 第７４冬季大会スキー競技出場選手・監督等 ９名

内 容 「大会直前並びに現地での薬物使用の注意点」

講 師 青山知子：島根県薬剤師会（スポーツファーマシスト）

・競技団体等研修会

期 日 平成３１年１月１１日（金）
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会 場 松江総合運動公園西側テニスコートクラブハウス

対象者 島根県テニス協会強化指定選手・監督等 ２０名

内 容 「薬物乱用・誤用の予防について」

講 師 青山平一：島根県薬剤師会（スポーツファーマシスト）

４）競技力向上のための条件整備事業（ 千円）

① 激励、応援並びに競技力調査

県内外の大会並びに合宿及び各学校での練習会等へ定期的に出向き、激励、応援並びに

競技力の調査を行うとともに、競技団体、学校、指導者等と情報交換を行い、連携を深め

た。また、選手に対しても激励に合わせ、「県を代表する選手」という自覚を促すことが

できた。

② 競技団体並びに高校指定校・中学生指定競技指導者連絡会議

事業の円滑な推進を図るため、４月に各競技団体理事長、強化委員長及び指定校顧問、

中学生指定競技委員長を対象とした連絡会議を開催し、各競技団体、顧問、指導者へ強化

事業の説明や意見交換を行った。また、国体終了後には各競技団体とのヒアリング、国体

報告会を開催し、来年度に向けた強化策について協議し共通理解を行った。
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会 場 松江総合運動公園西側テニスコートクラブハウス

対象者 島根県テニス協会強化指定選手・監督等 ２０名

内 容 「薬物乱用・誤用の予防について」

講 師 青山平一：島根県薬剤師会（スポーツファーマシスト）

４）競技力向上のための条件整備事業（ 千円）

① 激励、応援並びに競技力調査

県内外の大会並びに合宿及び各学校での練習会等へ定期的に出向き、激励、応援並びに

競技力の調査を行うとともに、競技団体、学校、指導者等と情報交換を行い、連携を深め

た。また、選手に対しても激励に合わせ、「県を代表する選手」という自覚を促すことが

できた。

② 競技団体並びに高校指定校・中学生指定競技指導者連絡会議

事業の円滑な推進を図るため、４月に各競技団体理事長、強化委員長及び指定校顧問、

中学生指定競技委員長を対象とした連絡会議を開催し、各競技団体、顧問、指導者へ強化

事業の説明や意見交換を行った。また、国体終了後には各競技団体とのヒアリング、国体

報告会を開催し、来年度に向けた強化策について協議し共通理解を行った。

 

（５）総合型地域スポーツクラブ育成事業（ 千円）

１）総合型地域スポーツクラブ育成支援事業（ 千円）

地域住民による自主的・主体的なスポーツクラブの組織化・定着化の推進のため、総合型地

域スポーツクラブが自主運営のできる組織として発展していくための支援、また、スポーツ活

動の受け皿となるクラブ設立に向けての支援を行うなど、総合型地域スポーツクラブの意義・

役割を啓発しクラブの充実発展、設立に対するサポートを行った。

○平成３０年４月～平成３１年３月 延べ２０回

２）総合型地域スポーツクラブ広報活動費助成事業（ 千円）

島根県内の総合型地域スポーツクラブが実施するイベント・大会などのスポーツ活動、会

員募集やイベントを広く周知するための広報活動、研修会や講習会の参加旅費などに対して、

その経費の一部を助成しクラブの発展に寄与する。

実施クラブ 事業内容 具体的内容

ＮＰＯ法人

しんじ湖スポーツクラブ
広報活動 会員募集チラシ、募集冊子作成

ＮＰＯ法人

ＳＰＯＲＴＩＶＯひがしいずも
広報活動 クラブパンフレット作成

みすみスポーツクラブ スポーツ活動 みすみスポーツクラブ祭り開催

出雲ファーストクラブ スポーツ活動 クラブ健康ウォーキング開催

ＮＰＯ法人

リバーサイドスポーツクラブ
広報活動 クラブＰＲ、会員募集、イベント告知等作成

ＮＰＯ法人

斐川体育協会ひかわスポーツ夢クラブ
広報活動 会員募集チラシ作成

ＮＰＯ法人

ボアソルテスポーツクラブ
スポーツ活動 メンタルトレーニング研修会開催

銀ギン スポーツクラブ 広報活動 平成３１年度会員募集要項作成、折込

ＮＰＯ法人

さくら総合スポーツクラブ
広報活動 さくらだより第１８号の発行

みなみ総合スポーツクラブ 広報活動 「体育大会」ポスター及び広報紙作成

島田総合スポーツクラブ スポーツ活動 「スポーツ教室体験月間」開催

ＮＰＯ法人

加茂スポーツクラブ
広報活動 平成３１年度会員募集パンフレット、チラシ作成

みとやスポーツクラブ 広報活動 平成３１年度会員募集パンフレット、チラシ作成

奥出雲スポーツクラブ 広報活動 会員募集用チラシ作成

スポーツクラブおろち スポーツ活動
子どもの体の変化と運動の必要性についての

講習会開催
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（６）スポーツ振興のための施設活用・提供事業（ 千円）

スポーツ教室及び施設の特性を活かした主催大会やイベントを開催することにより、使用者

の拡大に努めた。

・高齢者の健康づくり支援として使用料金の一部を補助した。

対象者数 延 １２，８２８人

・障がい者の利用にも対応できるよう「障がい者スポーツ指導員」の資格を有する職員を５つ

の県立体育施設に配置した。

・「しまね家庭の日」に利用される家族向けに高校生以下の無料サービスを実施した。

対象者数 延 ８６０人

１）スポーツ教室の実施（ 千円）

① 県立武道館

ア．講師会議

期 日 平成３０年４月１３日（金）

出席者 各教室講師

イ．開設期間

前 期 平成３０年４月１４日（土）～平成３０年９月１５日（土）

後 期 平成３０年１０月６日（火）～平成３１年３月１６日（土）

ウ．開設種目・参加人数

区 分

種 目

前 期 後 期

計
幼 児

小学生

中学生

高校生

大学生
一般

幼 児

小学生

中学生

高校生

大学生
一般

武
道
・
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス

柔 道 １４ ２ ７ １３ ７ ４３

剣 道 ３０ ４ ２７ ３３ ５ ２４ １２３

弓 道 ２７ ２ ５８ ２９ １ ５６ １７３

な ぎ な た １２ １ １５ ２ ３０

レ ス リ ン グ ２７ ２８ ５５

剣 道 形 基 本 錬 成 ３ ８ ２ １ ７ ２１

居 合 道 ４ １８ １ １８ ４１

短期相撲（７・８月） １３ １３

健
康
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ス

卓 球 ３１ ３０ ６１

ボ ク シ ン グ ４ １ ６ ３ ７ ２１

キ ッ ズ 体 育 ４０ ４１ ８１

合 計 １７０ １３ １５６ １６４ ８ １５１ ６６２
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（６）スポーツ振興のための施設活用・提供事業（ 千円）

スポーツ教室及び施設の特性を活かした主催大会やイベントを開催することにより、使用者

の拡大に努めた。

・高齢者の健康づくり支援として使用料金の一部を補助した。

対象者数 延 １２，８２８人

・障がい者の利用にも対応できるよう「障がい者スポーツ指導員」の資格を有する職員を５つ

の県立体育施設に配置した。

・「しまね家庭の日」に利用される家族向けに高校生以下の無料サービスを実施した。

対象者数 延 ８６０人

１）スポーツ教室の実施（ 千円）

① 県立武道館

ア．講師会議

期 日 平成３０年４月１３日（金）

出席者 各教室講師

イ．開設期間

前 期 平成３０年４月１４日（土）～平成３０年９月１５日（土）

後 期 平成３０年１０月６日（火）～平成３１年３月１６日（土）

ウ．開設種目・参加人数

区 分

種 目

前 期 後 期

計
幼 児

小学生

中学生

高校生

大学生
一般

幼 児

小学生

中学生

高校生

大学生
一般

武
道
・
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス

柔 道 １４ ２ ７ １３ ７ ４３

剣 道 ３０ ４ ２７ ３３ ５ ２４ １２３

弓 道 ２７ ２ ５８ ２９ １ ５６ １７３

な ぎ な た １２ １ １５ ２ ３０

レ ス リ ン グ ２７ ２８ ５５

剣 道 形 基 本 錬 成 ３ ８ ２ １ ７ ２１

居 合 道 ４ １８ １ １８ ４１

短期相撲（７・８月） １３ １３

健
康
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ス

卓 球 ３１ ３０ ６１

ボ ク シ ン グ ４ １ ６ ３ ７ ２１

キ ッ ズ 体 育 ４０ ４１ ８１

合 計 １７０ １３ １５６ １６４ ８ １５１ ６６２

2 
 

エ．特別教室

開設期間

通年 平成３０年４月１７日（火）～平成３１年３月２０日（水）

教 室 名 参加人数

ヨガ教室

３４いきいき健康教室

夜ヨガ教室

② 県立石見武道館

ア．講師会議の開催

期 日 平成３１年２月２３日（土）

イ．開設期間

前 期 平成３０年 ４月１０日（火）～平成３０年９月１５日（土）

後 期 平成３０年１０月 ２日（火）～平成３１年３月１２日（火）

ウ．開設種目・参加人数

教 室 名 前 期 後 期 計

柔 道 ２１ ２３ ４４

剣 道 ３１ ２６ ５７

居 合 道 ４ ７ １１

レスリング ３ ８ １１

フレッシュアップ３Ｂ １１ １０ ２１

ママ＆ベビーキッズ３Ｂ ９ ７ １６

ラージボール卓球 ４４ ４３ ８７

気功・太極拳（昼） ２７ ２６ ５３

気功・太極拳（夜） ７ ７ １４

ＹＤ（やればできる） ５ ５ １０

計 １６２ １６２ ３２４
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③ 県立水泳プール

ア．開設期間

１ 次 平成３０年 ４月 ７日（土）～平成３０年 ７月 ６日（金）

２ 次 平成３０年 ９月 ４日（水）～平成３０年１２月１５日（土）

３ 次 平成３０年１２月 ４日（火）～平成３１年 ３月１６日（土）

夏の短期水泳教室 平成３０年 ７月２４日（火）～平成３０年 ７月２７日（金）

夏期スポーツ教室（一般） 平成３０年 ７月 ３日（火）～平成３０年 ８月３１日（金）

イ．開設種目・参加人数

教 室 名 一次 二次 三次 夏期 短期 計

キ ッ ズ ス イ ム （ 火 ） １５ １５ １５ ４５

キ ッ ズ ス イ ム （ 木 ） １２ １０ ２２

キ ッ ズ ス イ ム （ 金 ） １０ １０

キ ッ ズ ス イ ム （ 土 ） １５ １４ １５ ４４

ジ ュ ニ ア ス イ ム （ 初級 ・ 火 ） １０ １５ ９ ３４

ジ ュ ニ ア ス イ ム （ 初級 ・ 土 ） １５ １５ １０ ４０

ジ ュ ニ ア ス イ ム （ 中級 ・ 土 ） １５ １９ １８ ５２

ジ ュ ニ ア ス イ ム （ 上 級 ） ８ １２ １２ ３２

ト ラ ン ポ リ ン （ 初 級 ） １２ １３ １５ ４０

ト ラ ン ポ リ ン （ 中 ・ 上 級 ） ８ ９ ８ ２５

は じ め て の シ ン ク ロ 教 室 １２ １２ １４ ３８

ジ ュ ニ ア ダ ン ス 基 礎 ６ ７ ６ １９

短 期 カ ヌ ー 教 室 ３ ３

一 般

エンジョイスイム

エンジョイアクア

機能改善アクア

アクティブヨーガ

陰ヨガ、ピラティス

骨コツメンテナンス

健美健康体操

５回コース ５８

４７

５３ ６８

１０回コース ７８ １１０

０

９３

１５回コース １６ １９ １５

２０回コース ２０６ ７ ２３９

２１０

６ ２４３ ５ ６８８

３９７１回追加 １６ １６ １３

２回追加 ２７ ２８ ３８

５回追加 ４ ７ １１

夏の短期水泳教室

夏の短期水泳教室 １４

１３ １３

１４夏期スポーツ教室

エンジョイアクア

機能改善体操・アクア

アクティブヨーガ

陰ヨガ、ピラティス

コアダンスビギナー

骨コツメンテナンス

健美健康体操

５回コース １２４

１０回コース １８

１５回コース １ １５０

２０回コース ０

２回追加 ０

５回追加 ７

計

計

３３２ ３８２

３３９

３７５

１７９

１５０

１５４

１６ １ ２５５

９６３
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③ 県立水泳プール

ア．開設期間

１ 次 平成３０年 ４月 ７日（土）～平成３０年 ７月 ６日（金）

２ 次 平成３０年 ９月 ４日（水）～平成３０年１２月１５日（土）

３ 次 平成３０年１２月 ４日（火）～平成３１年 ３月１６日（土）

夏の短期水泳教室 平成３０年 ７月２４日（火）～平成３０年 ７月２７日（金）

夏期スポーツ教室（一般） 平成３０年 ７月 ３日（火）～平成３０年 ８月３１日（金）

イ．開設種目・参加人数

教 室 名 一次 二次 三次 夏期 短期 計

キ ッ ズ ス イ ム （ 火 ） １５ １５ １５ ４５

キ ッ ズ ス イ ム （ 木 ） １２ １０ ２２

キ ッ ズ ス イ ム （ 金 ） １０ １０

キ ッ ズ ス イ ム （ 土 ） １５ １４ １５ ４４

ジ ュ ニ ア ス イ ム （ 初級 ・ 火 ） １０ １５ ９ ３４

ジ ュ ニ ア ス イ ム （ 初級 ・ 土 ） １５ １５ １０ ４０

ジ ュ ニ ア ス イ ム （ 中級 ・ 土 ） １５ １９ １８ ５２

ジ ュ ニ ア ス イ ム （ 上 級 ） ８ １２ １２ ３２

ト ラ ン ポ リ ン （ 初 級 ） １２ １３ １５ ４０

ト ラ ン ポ リ ン （ 中 ・ 上 級 ） ８ ９ ８ ２５

は じ め て の シ ン ク ロ 教 室 １２ １２ １４ ３８

ジ ュ ニ ア ダ ン ス 基 礎 ６ ７ ６ １９

短 期 カ ヌ ー 教 室 ３ ３

一 般

エンジョイスイム

エンジョイアクア

機能改善アクア

アクティブヨーガ

陰ヨガ、ピラティス

骨コツメンテナンス

健美健康体操

５回コース ５８

４７

５３ ６８

１０回コース ７８ １１０

０

９３

１５回コース １６ １９ １５

２０回コース ２０６ ７ ２３９

２１０

６ ２４３ ５ ６８８

３９７１回追加 １６ １６ １３

２回追加 ２７ ２８ ３８

５回追加 ４ ７ １１

夏の短期水泳教室

夏の短期水泳教室 １４

１３ １３

１４夏期スポーツ教室

エンジョイアクア

機能改善体操・アクア

アクティブヨーガ

陰ヨガ、ピラティス

コアダンスビギナー

骨コツメンテナンス

健美健康体操

５回コース １２４

１０回コース １８

１５回コース １ １５０

２０回コース ０

２回追加 ０

５回追加 ７

計

計

３３２ ３８２

３３９

３７５

１７９

１５０

１５４

１６ １ ２５５

９６３
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④ 県立体育館
ア．講師会議の開催

期 日 平成３１年２月２３日（土）
イ．開設期間

前 期 平成３０年 ４月 ３日（火）～平成３０年９月２７日（金）
後 期 平成３０年１０月１２日（金）～平成３１年３月１９日（火）

ウ．開設種目・参加人数

教 室 名 前期 後期 計

ジ

ュ

ニ

ア

キッズ広場 １５ １５ ３０

キッズ体操 １９ ２０ ３９

ジュニア卓球 １９ １４ ３３

アクティブジュニアスポーツ １２ １２ ２４

ふれあい広場 ２０ ２２ ４２

体操 ４６ ４５ ９１

ジュニアテニス １１ １１ ２２

体操競技 ２６ ２５ ５１

一

般

ソフトテニス（夜） ２９ ３８ ６７

テニス（水） ２３ ３１ ５４

バドミントン ２９ ３４ ６３

卓球    ラージボール卓球（金） ３８ ３６ ７４

ステップエアロ １６ １９ ３５

フォークダンス（昼） １４ １２ ２６

フォークダンス（夜） １６ １２ ２８

介護予防体操 ７ ５ １２

のびやか３Ｂ体操 ２０ ２２ ４２

だれでもソフトテニス １９ １９ ３８

卓球    ラージボール卓球（火） ５５ ５７ １１２

ヨガ（木） ２５ ２５ ５０

ヨガ（金） ２５ ２５ ５０

テニス（金） ２０ １７ ３７

転ばぬ先の筋肉 ２ ４ ６

女性軽スポーツ １７ １８ ３５

軽スポーツ ２３ ２２ ４５

ソフトテニスクラブ １６ １３ ２９

レクリエーションバレークラブ １９ １８ ３７

ソフトバレークラブ ８ ９ １７

トランポリン １４ １５ １９

特

別

ジュニアダンス ５ ６ １１

午後ヨガ １７ １７

体幹体感 ９ ９

６１７ ６３８ １，２５５
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⑤ 県立サッカー場

ア．開設期間

前 期 平成３０年 ４月 ８日（日）～平成３０年９月１６日（日）

後 期 平成３０年１０月 ７日（日）～平成３１年３月２４日（日）

イ．開設種目・参加人数

教 室 名 前 期 後 期 計

キッズサッカ―スクール・１年生 １ １ ２

キッズサッカ―スクール・２年生 ３ ２ ５

キッズサッカ―スクール・３年生 １ １ ２

少 女 サ ッ カ ―スクール １５ １４ ２９

な で し こ サッカ―スクール ３１ ３３ ６４

計 ５１ ５１ １０２

２）スポーツイベント、大会等の実施（ 千円）

① 県立武道館

ア．第４８回島根県少年武道大会

種 目 期 日
参 加 人 数

小学生 中学生 計

剣 道 平成３０年７月  １日（日） ５０５ ４１１ ９１６

柔 道 平成３０年７月 ８日（日） ２３１ ７３ ３０４

合 計 ７３６ ４８４ １，２２０

イ．新春稽古始め

期 日 平成３１年１月５日（土）

参 加 者 柔道２２名・剣道９２名・レスリング３４名・弓道４２名

なぎなた３４名・居合道６名・キッズ３３名・卓球１１名

その他２３名 計２９７名

ウ．島根県（松江市）地方青少年武道錬成大会

（弓道）

期 日 平成３０年８月１０日（金）～８月１２日（日）

中央講師 大 惠 俊一郎 範士八段（全日本弓道連盟副会長）

田 中 邦 子 教士八段（長崎県弓道連盟副会長）

参 加 者 高校生５４名

（柔道）

期 日 平成３０年９月８日（土）～９日（日）

中央講師 林 弘 典 七段（びわこ成蹊スポーツ大学）

高 山 一 樹 六段（警視庁）

鷹 木 精 次 四段（朝飛道場）

参 加 者 中学生４１名、高校生６７名 計１０８名
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⑤ 県立サッカー場

ア．開設期間

前 期 平成３０年 ４月 ８日（日）～平成３０年９月１６日（日）

後 期 平成３０年１０月 ７日（日）～平成３１年３月２４日（日）

イ．開設種目・参加人数

教 室 名 前 期 後 期 計

キッズサッカ―スクール・１年生 １ １ ２

キッズサッカ―スクール・２年生 ３ ２ ５

キッズサッカ―スクール・３年生 １ １ ２

少 女 サ ッ カ ―スクール １５ １４ ２９

な で し こ サッカ―スクール ３１ ３３ ６４

計 ５１ ５１ １０２

２）スポーツイベント、大会等の実施（ 千円）

① 県立武道館

ア．第４８回島根県少年武道大会

種 目 期 日
参 加 人 数

小学生 中学生 計

剣 道 平成３０年７月  １日（日） ５０５ ４１１ ９１６

柔 道 平成３０年７月 ８日（日） ２３１ ７３ ３０４

合 計 ７３６ ４８４ １，２２０

イ．新春稽古始め

期 日 平成３１年１月５日（土）

参 加 者 柔道２２名・剣道９２名・レスリング３４名・弓道４２名

なぎなた３４名・居合道６名・キッズ３３名・卓球１１名

その他２３名 計２９７名

ウ．島根県（松江市）地方青少年武道錬成大会

（弓道）

期 日 平成３０年８月１０日（金）～８月１２日（日）

中央講師 大 惠 俊一郎 範士八段（全日本弓道連盟副会長）

田 中 邦 子 教士八段（長崎県弓道連盟副会長）

参 加 者 高校生５４名

（柔道）

期 日 平成３０年９月８日（土）～９日（日）

中央講師 林 弘 典 七段（びわこ成蹊スポーツ大学）

高 山 一 樹 六段（警視庁）

鷹 木 精 次 四段（朝飛道場）

参 加 者 中学生４１名、高校生６７名 計１０８名
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エ．島根県（松江市）地域社会武道指導者研修会

（弓 道）

期 日 平成３０年９月２２日（土）～２３日（日）

中央講師 小 倉 正 樹 範士八段（大分県弓道連盟会長）

出 越 雅 子 教士八段（徳島県弓道連盟理事長）

参 加 者 ３１名

オ．１０月「スポーツ推進月間」

期 間 平成３０年１０月１日（月）～３１日（水）※無休で開館

ア）イベント 「エンジョイ武道・スポーツの日」

期 日 平成３０年１０月１３日（土）

内 容 各種武道体験、弓道体験、レスリング体験

エンジョイ・キッズ運動会、大なわとび大会

測定

参 加 者 １４２名

イ）イベント 「体操体験教室」

期 日 平成３０年１０月１５日（月）・２２日（月）

参 加 者 ３７名

ウ）イベント 「柔道・剣道・なぎなた・レスリング体験」

期 日 平成３０年１０月１日（月）・１５日（月）・２２日（月）・２９日 月）

参 加 者 ６３名

カ．武道館報の発行

第３９号 平成３０年９月

第４０号 平成３１年３月

② 県立石見武道館

ア．第２２回島根県立石見武道館少年武道大会の開催

（柔道大会） 期 日 平成３１年１月２０日（日）

対 象 小学生

参加数 ３９６名

（剣道大会） 期 日 平成３１年２月 ３日（日）

対 象 小学生

参加数 ５４３名

イ．ヘルスケアチェックの日

期 日 原則 毎月 第３日曜日

対 象 当館利用者で中学生以上の希望者

参加数 ７６名

ウ．１０月「スポーツ推進月間」

期 間 平成３０年１０月１日（月）～３１日（水）※無休で開館

ア）「スポーツ体験＆チャレンジデー」

期 日 平成３０年１０月７日（日）

対 象 施設利用者

参加数 ６８名

イ）「柔道稽古会」

期 日 平成３０年１０月１３日（土）

対 象 希望者

参加数 ５３名
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ウ）「剣道稽古会」

期 日 平成３０年１０月２０日（土）

対 象 希望者

参加数 １９名

エ）「みんなで楽しく３Ｂハロウィン」

期 日 平成３０年１０月２８日（日）

対 象 希望者

参加者 ２２３名

オ）「ヘルスケアチェックの日」

期 日 毎週土・日・月曜日

対 象 希望者

参加数 １９名

エ．「石見武道館だより」の発行 年１回（３月）

③ 県立水泳プール

ア．「夏だ！遊ぼう！プール祭り」

期 日 平成３０年８月６日（日）

対 象 利用者（小学生以下及びその保護者）

参加者 延べ １７５名

イ．一般利用者対象指導

期 日 毎週

対 象 施設利用者

参加者 ○初級スイム ２００名

○アクアフィットネス ６５名

○ストレッチポール ８２名

ウ．スポーツ・健康相談事業「カラダチェックの日」

期 日 毎月

対 象 施設利用者

参加者 ５４５名

エ．夏期（７月１日～８月３１日）無休で開場

オ．１０月「スポーツ推進月間」

期 間 平成３０年１０月１日（月）～３１日（水）※無休で開場

ア）「カヌー体験」

期 日 平成３０年１０月７日（日）

対 象 小学生及びその保護者

内 容 ５０Ｍプールにてカヌーを体験する

参加者 ９名

イ）「チャレンジスポーツ 」

期 日 平成３０年１０月８日（月）

対 象 希望者

参加者 ２３７名（水泳記録会参加者３９名）

プール・トレーニングルーム利用者２０３名

ウ）「 ストリートダンス！」

期 日 平成３０年１０月１０日（水）

対 象 一般男女

参加者 ８名
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ウ）「剣道稽古会」

期 日 平成３０年１０月２０日（土）

対 象 希望者

参加数 １９名

エ）「みんなで楽しく３Ｂハロウィン」

期 日 平成３０年１０月２８日（日）

対 象 希望者

参加者 ２２３名

オ）「ヘルスケアチェックの日」

期 日 毎週土・日・月曜日

対 象 希望者

参加数 １９名

エ．「石見武道館だより」の発行 年１回（３月）

③ 県立水泳プール

ア．「夏だ！遊ぼう！プール祭り」

期 日 平成３０年８月６日（日）

対 象 利用者（小学生以下及びその保護者）

参加者 延べ １７５名

イ．一般利用者対象指導

期 日 毎週

対 象 施設利用者

参加者 ○初級スイム ２００名

○アクアフィットネス ６５名

○ストレッチポール ８２名

ウ．スポーツ・健康相談事業「カラダチェックの日」

期 日 毎月

対 象 施設利用者

参加者 ５４５名

エ．夏期（７月１日～８月３１日）無休で開場

オ．１０月「スポーツ推進月間」

期 間 平成３０年１０月１日（月）～３１日（水）※無休で開場

ア）「カヌー体験」

期 日 平成３０年１０月７日（日）

対 象 小学生及びその保護者

内 容 ５０Ｍプールにてカヌーを体験する

参加者 ９名

イ）「チャレンジスポーツ 」

期 日 平成３０年１０月８日（月）

対 象 希望者

参加者 ２３７名（水泳記録会参加者３９名）

プール・トレーニングルーム利用者２０３名

ウ）「 ストリートダンス！」

期 日 平成３０年１０月１０日（水）

対 象 一般男女

参加者 ８名
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エ）「ズンバ」

期 日 平成３０年１０月３１日（水）

対 象 一般男女

参加者 ２０名

カ．「スポーツ教室体験会」

期 日 平成３０年４月１０日（火）～１３日（金）

対 象 希望者

参加者

教室名 参加者数

エンジョイアクア ２７名

機能改善アクア １５名

アクティブヨーガ ４５名

陰ヨガ １６名

健美健康体操 １８名

④ 県立体育館

ア．第４ 回島根県立体育館建設記念島根県体操競技大会

期 日 平成３０年１１月１１日（日）

対 象 小学生・中学生・高校生

参加者

区 分 小 学 生
中 学 生

高 校 生 計
１ 年 生 ２ 年 生 ３ 年 生

男 子 ２１名 １０名 １０名 ７名 ９名 ５７名

女 子 ２９名 １６名 １５名 ６名 １２名 ７８名

合 計 ５０名 ２６名 ２５名 １３名 ２１名 １３５名

イ．「ファミリースポーツの日」

期 日 第１１０回 平成３０年６月１６日（土）

第１１１回 平成３０年９月１５日（土）

第１１２回 平成３１年１月１９日（土）

内 容 アリーナを無料開放し、各種のスポーツを通して親子のふれ合いやスポー

ツへの関心を高める

対 象 幼児・小学生～家族

参加者 第１１０回 ２０１名

第１１１回 １３１名

第１１２回 １０１名

ウ．「サスペンショントレーナー体験会」

内 容 サスペンショントレーナーは、従来の筋力トレーニングと違い、重力と自

分の体重を使ってトレーニングを行い筋力並びに体感を鍛え、運動に対す

る意欲関心を高める

期 日 平成３０年６月２３日（土）～平成３１年３月１０日 日

対 象 希望者 一般

参加者 述べ２６人
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エ．１０月「スポーツ推進月間」

期 間 平成３０年１０月１日（月）～３１日（水）※無休で開館

ア）「親子でエンジョイスポーツ」

期 日 平成３０年１０月７日（日）

対 象 希望者

内 容 大人から子どもまでスポーツにチャレンジする場を提供するとともにア

クティブチャイルドプログラムで遊ぶ

参加者 ３２名

イ）「ソフトバレーボール大会」

期 日 平成３０年１０月２２日（月）

内 容 ソフトバレーボール大会を開催しトーナメント戦を実施

参加者 １４チーム ６４人

ウ）「 体験会」

期 日 平成３０年１０月１日、７日、１５日、２０日

内 容 で体組成管理をしながら トレーニングで肉体改造を行う

対 象 希望者 一般

参加者 ８名

カ．体育館ニュースの発行

第８１号 平成３１年３月２０日（水）

⑤ 県立サッカー場

ア．なでしこカップレディースサッカー大会

期 日 平成３１年３月２３日（土）～２４日（日）

対 象 女子 中学生以上

参加者 １５０人

イ．フトゥーロ・カップＵ－１７ユースサッカーリーグ

期 日 平成３１年２月８日（金）～ 平成３１年３月３日（日）

対 象 高校生

参加者 １００人

ウ．スタジアムカップサッカー大会

期 日 平成３１年２月２６日（火）～ 平成３１年３月２０日（水）

対 象 社会人

参加者 ２５０人

エ．７月『ホット７（セブン）ナイトサッカー』

期 間 平成３０年７月２日（月）～ ８月２０日（月）

※月曜日の ～ 開場

対 象 社会人及びユース年代のチーム

参加者 ２００人

オ．１０月「スポーツ推進月間」

期 間 平成３０年１０月１日（月）～３１日（水） ※無休で開場

ア）イベント

『フトゥーロ・フェスタ ・Ｕー６キッズサッカーフェスティバル』

期 日 平成３０年１０月７日（土）

対 象 ６歳以下の幼児

参加者 ０人

※台風接近の為中止
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エ．１０月「スポーツ推進月間」

期 間 平成３０年１０月１日（月）～３１日（水）※無休で開館

ア）「親子でエンジョイスポーツ」

期 日 平成３０年１０月７日（日）

対 象 希望者

内 容 大人から子どもまでスポーツにチャレンジする場を提供するとともにア

クティブチャイルドプログラムで遊ぶ

参加者 ３２名

イ）「ソフトバレーボール大会」

期 日 平成３０年１０月２２日（月）

内 容 ソフトバレーボール大会を開催しトーナメント戦を実施

参加者 １４チーム ６４人

ウ）「 体験会」

期 日 平成３０年１０月１日、７日、１５日、２０日

内 容 で体組成管理をしながら トレーニングで肉体改造を行う

対 象 希望者 一般

参加者 ８名

カ．体育館ニュースの発行

第８１号 平成３１年３月２０日（水）

⑤ 県立サッカー場

ア．なでしこカップレディースサッカー大会

期 日 平成３１年３月２３日（土）～２４日（日）

対 象 女子 中学生以上

参加者 １５０人

イ．フトゥーロ・カップＵ－１７ユースサッカーリーグ

期 日 平成３１年２月８日（金）～ 平成３１年３月３日（日）

対 象 高校生

参加者 １００人

ウ．スタジアムカップサッカー大会

期 日 平成３１年２月２６日（火）～ 平成３１年３月２０日（水）

対 象 社会人

参加者 ２５０人

エ．７月『ホット７（セブン）ナイトサッカー』

期 間 平成３０年７月２日（月）～ ８月２０日（月）

※月曜日の ～ 開場

対 象 社会人及びユース年代のチーム

参加者 ２００人

オ．１０月「スポーツ推進月間」

期 間 平成３０年１０月１日（月）～３１日（水） ※無休で開場

ア）イベント

『フトゥーロ・フェスタ ・Ｕー６キッズサッカーフェスティバル』

期 日 平成３０年１０月７日（土）

対 象 ６歳以下の幼児

参加者 ０人

※台風接近の為中止
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３）スポーツ振興のための施設の貸与（ 千円）

① 県立武道館

【貸切使用件数】

柔道場 剣道場 弓道場 相撲場 トレーニング場 会議室 計

９４ １５１ ４０ １ １０９ ２３３ ６２８

【個人使用人数】

柔道場 剣道場 弓道場 相撲場 トレーニング場 計

５，５３７ ２，３３７ ２，３５５ ０ ７，６０８ １７，８３７

② 県立石見武道館

【貸切使用件数】

柔道場 剣道場 トレーニング室 会議室 研修室 計

５４ ２０７ ９ １３０ １１１ ５１１

【個人使用人数】

柔道場 剣道場 トレーニング室 計

３７２ ４ ５４４ １０，６０９ １５，５２５

③ 県立水泳プール

【貸切使用件数】

ｍプール ｍプール 飛込プール トレーニングルーム 会議室 計

１７２ ９２９ １１０ １０ １２４ １，３４５

【個人使用人数】

プール トレーニングルーム 計

２６，９８６ ４７，６２５ ７４，６１１

④ 県立体育館

【貸切使用件数】

アリーナ 多目的ルーム フィットネスルーム キッズルーム トレーニングルーム 研修室 会議室 計

２７９ ６１６ ４３９ ３４ １６ ９７ １３８ １，６１９

【個人使用人数】

アリーナ 多目的ルーム フィットネスルーム キッズルーム トレーニングルーム 計

２，９０８ １，０３３ ８００ ７，５８０ ２，４５０ １４，７２６

⑤ 県立サッカー場

【貸切使用件数】

ピッチ使用 会議室・大会本部室 合 計

１４６ ３１ １７７
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県立体育施設年度別スポーツ教室参加者数（Ｈ ～Ｈ ） 単位：人）

施設 年度 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

武 道 館
前 前 前 前 前 前 前 前

後 後 後 後 後 後 後 後

石見武道館
前短 前短 前短 前短 前短 前短 前 前

後 後 後 後 後 後 後 後

プ ー ル
後夏 前 前 前 前 前 前 前

後 後夏 後夏 後夏 後夏 後夏 後夏 後夏

体 育 館
前短 前短 前短 前短 前短 前短 前短 前

後 後 後 後 後 後 後 後

サッカー場
前 前 前 前 前 前 前 前

後 後 後 後 後 後 後 後

合 計

平成 年度県立体育施設月別使用人数 単位：人

施 設 名 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

武 道 館

石見武道館

水泳プール

体 育 館

サッカー場

合 計

県立体育施設年度別使用人数（ ～ 単位：人）

施 設 名

武 道 館

石 見 武 道 館

水 泳 プ ー ル

体 育 館

サ ッ カ ー 場

合 計

平成 年度県立体育施設月別使用料収入 単位：円）

施 設 名 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

武 道 館
石 見 武 道 館
水 泳 プ ー ル

体 育 館
サ ッ カ ー 場

合 計

県立体育施設年度別使用料収入（ ～ 単位：円）

施 設 名

武 道 館

石 見 武 道 館

水 泳 プ ー ル

体 育 館

サ ッ カ ー 場

合 計
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県立体育施設年度別スポーツ教室参加者数（Ｈ ～Ｈ ） 単位：人）

施設 年度 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

武 道 館
前 前 前 前 前 前 前 前

後 後 後 後 後 後 後 後

石見武道館
前短 前短 前短 前短 前短 前短 前 前

後 後 後 後 後 後 後 後

プ ー ル
後夏 前 前 前 前 前 前 前

後 後夏 後夏 後夏 後夏 後夏 後夏 後夏

体 育 館
前短 前短 前短 前短 前短 前短 前短 前

後 後 後 後 後 後 後 後

サッカー場
前 前 前 前 前 前 前 前

後 後 後 後 後 後 後 後

合 計

平成 年度県立体育施設月別使用人数 単位：人

施 設 名 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

武 道 館

石見武道館

水泳プール

体 育 館

サッカー場

合 計

県立体育施設年度別使用人数（ ～ 単位：人）

施 設 名

武 道 館

石 見 武 道 館

水 泳 プ ー ル

体 育 館

サ ッ カ ー 場

合 計

平成 年度県立体育施設月別使用料収入 単位：円）

施 設 名 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

武 道 館
石 見 武 道 館
水 泳 プ ー ル

体 育 館
サ ッ カ ー 場

合 計

県立体育施設年度別使用料収入（ ～ 単位：円）

施 設 名

武 道 館

石 見 武 道 館

水 泳 プ ー ル

体 育 館

サ ッ カ ー 場

合 計
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（７）国民体育大会派遣事業（ 千円）

１）国体予選会の開催及び中国ブロック大会、本大会への選手等の派遣

① 国民体育大会（本大会・冬）県予選会の開催

種 目 陸上競技 他３８競技

期 日 平成３０年４月１５日（日）～平成３１年１月１２日（土）

会 場 松江市営陸上競技場（松江市） 他５９会場

参加者 ２，８９２名（選手、監督）

② 国民体育大会（本大会・冬）中国ブロック大会への派遣

本大会

期 日 ５月２６日（土）～２７日（日）カヌー Ｓ・Ｗ

７月１１日（水）～１６日（月）ゴルフ、テニス、ボート、空手道

ボウリング、水泳 ｱｰﾃｨｽﾃｨｯｸ）

７月２０日（金）～２２日（日）ビーチバレーボール、山岳

体操 体操・新体操 、なぎなた

８月 ３日（金）～ ５日（日）水泳 水球

８月 ９日（木）～１２日（日）サッカー、バレーボール、卓球、カヌー

ハンドボール、軟式野球、クレー射撃

８月１７日（金）～１９日（日）バスケットボール競技他７競技

８月２３日（木）～２６日（日）ホッケー競技他５競技

会 場 山口県山口市他１０市２町、県外２市

選手団 ７１７名（選手６０７名、監督７５名、本部役員１５名、

支援コーチ・トレーナー２０名）

突破数 １６競技１６団体１６個人

冬季大会

期 日 １２月 ９日（日）フィギュア

１２月 ８日（土）～９日（日）アイスホッケー

会 場 京都市：京都アクアリーナ（フィギュア）

広島市：ひろしんビッグウエーブ（アイスホッケー）

選手団 ３３名（選手２７名、監督２名、本部役員４名）

突破数 該当なし

③ 国民体育大会（本大会・冬）への派遣

本大会

期 日 ９月 ９日（土）～ ９月１７日（日）〔会期前：４競技〕

９月２９日（土）～１０月 ９日（火）〔本大会：３６競技〕

会 場 福井県（１１市町）、石川県（金沢市）

選手団 ３４１名（選手２４９名、監督４２名、本部役員２８名

支援コーチ・トレーナー２２名）
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冬季大会（スケート）

期 日 平成３１年１月３０日（水）～２月３日（日）

会 場 北海道釧路市（ショートトラック）

選手団 ６名（選手２名、監督１名、本部役員４名）

冬季大会（スキー）

期 日 平成３１年２月１４日（木）～２月１７日（日）

会 場 北海道札幌市（ジャイアントスラローム、クロスカントリー）

選手団 ２４名（選手１３名、監督３名、本部役員６名、支援コーチ２名）

第７３回国民体育大会男女総合成績及び中国５県の順位・成績

順位 男女総合 女子総合

１位 福 井 福 井

２位 東 京 東 京

３位 大 阪 大 阪

４位 埼 玉 愛 知

５位 千 葉 埼 玉

６位 愛 知 神奈川

７位 神奈川 千 葉

８位 福 岡 福 岡

中国５県 男女総合 女子総合

島 根 ４６位 ４６位

鳥 取 ４０位 ３８位

岡 山 １１位 １２位

広 島 １８位 １８位

山 口 ３５位 ３１位

本県の成績
第７４回冬季大会 天皇杯得点

区分 参加得点 競技得点 得点合計

冬季
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冬季大会（スケート）

期 日 平成３１年１月３０日（水）～２月３日（日）

会 場 北海道釧路市（ショートトラック）

選手団 ６名（選手２名、監督１名、本部役員４名）

冬季大会（スキー）

期 日 平成３１年２月１４日（木）～２月１７日（日）

会 場 北海道札幌市（ジャイアントスラローム、クロスカントリー）

選手団 ２４名（選手１３名、監督３名、本部役員６名、支援コーチ２名）

第７３回国民体育大会男女総合成績及び中国５県の順位・成績

順位 男女総合 女子総合

１位 福 井 福 井

２位 東 京 東 京

３位 大 阪 大 阪

４位 埼 玉 愛 知

５位 千 葉 埼 玉

６位 愛 知 神奈川

７位 神奈川 千 葉

８位 福 岡 福 岡

中国５県 男女総合 女子総合

島 根 ４６位 ４６位

鳥 取 ４０位 ３８位

岡 山 １１位 １２位

広 島 １８位 １８位

山 口 ３５位 ３１位

本県の成績
第７４回冬季大会 天皇杯得点

区分 参加得点 競技得点 得点合計

冬季
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（別表１） 平成２９年度～３１年度 重点校

№ 学 校 名 男 子 女 子

安 来 高 校
バ レ ー ボ ー ル バ レ ー ボ ー ル

フ ェ ン シ ン グ フ ェ ン シ ン グ

松 江 東 高 校 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル ボ ー ト

松 江 工 業 高 校 ソ フ ト テ ニ ス －

松 江 商 業 高 校 － バ ス ケ ッ ト ボ ー ル

横 田 高 校 ホ ッ ケ ー ホ ッ ケ ー

三 刀 屋 高 校 ソ フ ト ボ ー ル －

出 雲 高 校 － 弓 道

出 雲 農 林 高 校 ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ カ ヌ ー

大 社 高 校 剣 道 剣 道

島 根 中 央 高 校 カ ヌ ー －

江 津 高 校 水 球 －

江 津 工 業 高 校 ボ ー ト －

隠 岐 島 前 高 校 レ ス リ ン グ －

開 星 高 校
柔 道 新 体 操

テ ニ ス テ ニ ス

立 正 大 淞 南 高 校
サ ッ カ ー －

ラ イ フ ル 射 撃 ラ イ フ ル 射 撃

松 江 西 高 校 － ソ フ ト テ ニ ス

出 雲 北 陵 高 校 卓 球 な ぎ な た

石 見 智 翠 館 高 校 ラ グ ビ ー －

明 誠 高 校
－ 卓 球

－ 柔 道

１９校 １８種目 １５種目

※陸上競技、水泳競技（競泳・飛込）、ボクシングは、個人を指定し強化を図る。

（別表２） 国体女子種目指定校

№ 学 校 名 競技種目

１ 石 見 智 翠 館 高 校 ラグビーフットボール

２ 出 雲 農 林 高 校 ウエイトリフティング

３ 隠 岐 島 前 高 校 レスリング

４ 松 江 商 業 高 校 サッカー

４校 ４種目



－ 42 －

 

4 
 

（別表３）

平成３０年度中学生指定競技種目及び指定人数一覧表

№ 競技種目 性別

人数

指導者 団体 個人 小計 合計

陸 上 競 技 男女

剣 道
男子

女子

柔 道
男子

女子

卓 球
男子

女子

水泳（競泳・飛込） 男女

バ ス ケ ッ トボ ー ル
男子

女子

バ レ ー ボ ー ル
男子

女子

ソ フ ト ボ ー ル 女子

サ ッ カ ー 男子

ソ フ ト テ ニ ス
男子

女子

バ ド ミ ン ト ン
男子

女子

ホ ッ ケ ー
男子

女子

新 体 操 女子

計
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（別表３）

平成３０年度中学生指定競技種目及び指定人数一覧表

№ 競技種目 性別

人数

指導者 団体 個人 小計 合計

陸 上 競 技 男女

剣 道
男子

女子

柔 道
男子

女子

卓 球
男子

女子

水泳（競泳・飛込） 男女

バ ス ケ ッ トボ ー ル
男子

女子

バ レ ー ボ ー ル
男子

女子

ソ フ ト ボ ー ル 女子

サ ッ カ ー 男子

ソ フ ト テ ニ ス
男子

女子

バ ド ミ ン ト ン
男子

女子

ホ ッ ケ ー
男子

女子

新 体 操 女子

計
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（別表４）

平成２９年度～３１年度 西部・隠岐拠点校

ＮＯ 学校名 男子 女子

江 津 高 校 ハ ン ド ボ ー ル ハ ン ド ボ ー ル

浜 田 高 校

バ レ ー ボ ー ル バ レ ー ボ ー ル

体 操 体 操

バスケットボール ―

益 田 高 校 ― バスケットボール

益 田 翔 陽 高 校 サ ッ カ ー ―

隠 岐 水 産 高 校

ヨ ッ ト ヨ ッ ト

相 撲 ―

５校 ７種目 ５種目
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２．そ の 他【法人】（ 千円）

（１）賛助会員の拡充

１）賛助会員募集事業の推進

○前年度との比較

○年度ごとの推移

（２）協会施設の管理、運営

大東クレー射撃場（雲南市）、大田自転車競技場（大田市）、西郷ヨット艇庫（隠岐の島町）、

ライフル射撃場（松江市）の管理、運営を行った。

（３）諸会議

１）理事会

第１回 期 日 平成３０年５月３０日（月）

会 場 ホテル白鳥 鳳凰の間

議 事 ・平成２９年度事業報告及び収支決算について

・副会長・理事候補者の推薦について

・専門委員の推薦について

・ 公財 日本スポーツ仲裁機構による紛争の仲裁について

（報告）・公益目的事業一本化について

・二巡目国体の招致について

・理事長及び専務理事の職務の執行状況について

第２回 期 日 平成３０年６月１８日 月

会 場 ホテル白鳥 朱鷺の間

議 事 ・会長・専務理事の選定について

・顧問の委嘱について

（報告）・統括アドバイザーの委嘱について

第３回 期 日 平成３０年７月２０日（金）書面決議

区　分

増減 増減 増減 増減 増減
松　江
安　来
雲　南
出　雲
大　田
江　津
浜　田
益　田
町村部
県　外
合　計

会 費 合 計
会　　費 人　　数 会　　費

個　　　　　　　人
事業所数

企　業　・　団　体

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30
件数
金額
件数
金額
件数
金額

区　　分

企業・団体

個　人

計
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２．そ の 他【法人】（ 千円）

（１）賛助会員の拡充

１）賛助会員募集事業の推進

○前年度との比較

○年度ごとの推移

（２）協会施設の管理、運営

大東クレー射撃場（雲南市）、大田自転車競技場（大田市）、西郷ヨット艇庫（隠岐の島町）、

ライフル射撃場（松江市）の管理、運営を行った。

（３）諸会議

１）理事会

第１回 期 日 平成３０年５月３０日（月）

会 場 ホテル白鳥 鳳凰の間

議 事 ・平成２９年度事業報告及び収支決算について

・副会長・理事候補者の推薦について

・専門委員の推薦について

・ 公財 日本スポーツ仲裁機構による紛争の仲裁について

（報告）・公益目的事業一本化について

・二巡目国体の招致について

・理事長及び専務理事の職務の執行状況について

第２回 期 日 平成３０年６月１８日 月

会 場 ホテル白鳥 朱鷺の間

議 事 ・会長・専務理事の選定について

・顧問の委嘱について

（報告）・統括アドバイザーの委嘱について

第３回 期 日 平成３０年７月２０日（金）書面決議

区　分

増減 増減 増減 増減 増減
松　江
安　来
雲　南
出　雲
大　田
江　津
浜　田
益　田
町村部
県　外
合　計

会 費 合 計
会　　費 人　　数 会　　費

個　　　　　　　人
事業所数

企　業　・　団　体

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30
件数
金額
件数
金額
件数
金額

区　　分

企業・団体

個　人

計

議 事 ・平成３０年度臨時評議員会の開催について

第４回 期 日 平成３０年８月２１日（火）書面決議

議 事 ・副会長の選定について

第５回 期 日 平成３０年９月３日 月

会 場 ホテル白鳥 鳳凰の間

議 事 ・平成 年第 回国民体育大会の島根県招致について

第６回 期 日 平成３１年３月２２日（金）

会 場 ホテル白鳥 鳳凰の間

議 事 ・平成３１年度資産運用計画について

・平成３１年度事業計画及び予算について

（報告）・国民体育大会の結果について

・理事長及び専務理事の職務の執行状況について

（その他）・平成３１年度理事及び定時評議員会開催日程について

２）評議員会

定時評議員会

期 日 平成３０年６月１８日 月

会 場 ホテル白鳥 鳳凰の間

議 事 ・平成２９年度事業報告及び収支決算について

・理事の選任について

・評議員の選任について

・県体協役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程の改正について

臨時評議員会

期 日 平成３０年８月２日 月 書面決議

議 事 ・理事の選任について

第５回理事会・臨時評議員会合同会議

期 日 平成３０年９月３日 月

会 場 ホテル白鳥 鳳凰の間

議 事 ・平成 年第 回国民体育大会の島根県招致について

３）各委員会

① 総務委員会

第１回 期 日 平成３０年５月２３日（水）

会 場 島根県立水泳プール 会議室

議 事 ・平成２９年度事業報告及び収支決算について

第２回 期 日 平成３１年３月１３日（水）

会 場 島根県立武道館 洋会議室

議 事 ・平成３１年度資産運用計画について

・平成３１年度事業計画及び予算について

（報告）・国民体育大会の結果について

② 普及委員会

第１回 期 日 平成３０年９月２１日（金）

会 場 県立水泳プール 会議室

議 事 ・平成３０年度普及委員会関係事業実施状況について

第２回 期 日 平成３１年３月１日（金）

会 場 県立水泳プール 会議室
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議 事 ・平成３０年度普及委員会関係事業報告について

・平成３１年度普及委員会関係事業計画（案）について

③ 競技力向上委員会

第１回 期 日 平成３０年６月２８日（木）

会 場 県立水泳プール 会議室

議 事 ・第７３回国民体育大会天皇杯得点獲得目標について

・ブロック大会後の強化について

（報告） ・選手強化費（国体２次強化）について

・高校指定校・中学生指定競技強化費について

・地域が輝くスポーツしまね推進プロジェクト事業について

・競技団体別指導者養成事業について

・重点指導者県外派遣事業について

・世界へ羽ばたくジュニア選手強化事業について

・各種競技会の成績について

・重点校指定証交付について

第２回 期 日 平成３０年９月５日（水）

会 場 県立水泳プール 会議室

議 事 ・第７３回国民体育大会天皇杯得点獲得目標について

（報告） ・第７３回国民体育大会中国ブロック大会の成績について

・派遣人数について

・ブロック大会後の強化について

第３回 期 日 平成３０年１１月３０日（金）

会 場 県立水泳プール 会議室

議 事 ・第７３回国民体育大会の成果と課題並びに今後の取り組みについて

・第７４回国体１次強化について

（報告） ・第７３回国民体育大会の成績について

第４回 期 日 平成３１年３月６日（水）

会 場 県立水泳プール 会議室

議 事 ・平成３１年度スポーツ推進（競技力向上対策）事業計画について

・第７４回国体２次強化について

・高校指定校・中学生指定競技について

・世界へ羽ばたくジュニア選手強化事業について

・地域が輝くスポーツしまね推進プロジェクトについて

（報告） ・第７４回国体冬季大会の成績について

・平成３０年度競技力向上対策事業について

・平成３０年度岡田善富賞について

④ スポーツ医・科学委員会

第１回 期 日 平成３０年９月１９日（水）

会 場 サンライフ松江 研修室

報告 ・平成２９年度スポーツ医・科学委員会関係事業実施報告について

・平成３０年度スポーツ医・科学委員会関係事業実施状況について

第２回 期 日 平成３１年３月７日（木）

会 場 サンライフ松江 研修室
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議 事 ・平成３０年度普及委員会関係事業報告について

・平成３１年度普及委員会関係事業計画（案）について

③ 競技力向上委員会

第１回 期 日 平成３０年６月２８日（木）

会 場 県立水泳プール 会議室

議 事 ・第７３回国民体育大会天皇杯得点獲得目標について

・ブロック大会後の強化について

（報告） ・選手強化費（国体２次強化）について

・高校指定校・中学生指定競技強化費について

・地域が輝くスポーツしまね推進プロジェクト事業について

・競技団体別指導者養成事業について

・重点指導者県外派遣事業について

・世界へ羽ばたくジュニア選手強化事業について

・各種競技会の成績について

・重点校指定証交付について

第２回 期 日 平成３０年９月５日（水）

会 場 県立水泳プール 会議室

議 事 ・第７３回国民体育大会天皇杯得点獲得目標について

（報告） ・第７３回国民体育大会中国ブロック大会の成績について

・派遣人数について

・ブロック大会後の強化について

第３回 期 日 平成３０年１１月３０日（金）

会 場 県立水泳プール 会議室

議 事 ・第７３回国民体育大会の成果と課題並びに今後の取り組みについて

・第７４回国体１次強化について

（報告） ・第７３回国民体育大会の成績について

第４回 期 日 平成３１年３月６日（水）

会 場 県立水泳プール 会議室

議 事 ・平成３１年度スポーツ推進（競技力向上対策）事業計画について

・第７４回国体２次強化について

・高校指定校・中学生指定競技について

・世界へ羽ばたくジュニア選手強化事業について

・地域が輝くスポーツしまね推進プロジェクトについて

（報告） ・第７４回国体冬季大会の成績について

・平成３０年度競技力向上対策事業について

・平成３０年度岡田善富賞について

④ スポーツ医・科学委員会

第１回 期 日 平成３０年９月１９日（水）

会 場 サンライフ松江 研修室

報告 ・平成２９年度スポーツ医・科学委員会関係事業実施報告について

・平成３０年度スポーツ医・科学委員会関係事業実施状況について

第２回 期 日 平成３１年３月７日（木）

会 場 サンライフ松江 研修室

議 事 ・平成３１年度スポーツ医・科学委員会関係事業計画（案）について

・平成３１年度日スポ協公認アスレティックトレーナー養成講習会新

規受講者推薦について

・「国体選手健康調査票」の見直しについて

報告 ・平成３０年度スポーツ医・科学委員会関係事業実施報告について

⑤ スポーツ少年団委員会

第１回 期 日 平成３０年６月８日（金）

会 場 島根県立水泳プール 会議室

議 事 ・島根県スポーツ少年団リーダー会規程の一部改正及び

平成３０年度リーダー育成部会副部会長・部員の選任について

報告 ・平成３０年度島根県スポーツ少年団事業計画について

・平成３０年度日本スポーツ少年団顕彰について

・平成３０年度島根県スポーツ少年団リーダー会役員について

第２回 期 日 平成３０年１２月１２日（水）

会 場 サンライフ松江 研修室

議 事 ・平成３０年度島根県スポーツ少年団顕彰について

・「今後のスポーツ少年団指導者」に係る調査について

・公益財団法人島根県体育協会スポーツ少年団委員会及び

島根県スポーツ少年団本部委員会の一元化について

報告 ・平成３０年度島根県スポーツ少年団事業実施状況について

・島根県スポーツ少年団事業におけるトラブルについて

第３回 期 日 平成３１年２月２５日（月）

会 場 サンライフ松江 研修室

議 事 ・平成３１年度島根県スポーツ少年団事業計画（案）並びに予算（案）

について

・島根県スポーツ少年団委員会及び島根県スポーツ少年団本部委員会

の一元化並びに諸規則の改定について

報告 ・平成３０年度島根県スポーツ少年団事業報告並びに決算報告（案）

について

・平成３０年度日本スポーツ少年団中国・四国ブロック会議について

（４）２巡目国体招致に向けた取り組み

平成３０年５月２３日 各競技団体に対しアンケート調査を実施

平成３０年７月２３日 各競技団体会長・理事長会議を開催し２巡目国体招致を決議

平成３０年９月 ３日 理事会・評議員会合同会議において２巡目国体招致を決議

平成３０年９月 ３日 西ブロック地区（中国、四国、九州）各県体育協会へ開催同意書を依頼

平成３０年９月１０日・有澤県体育協会理事長から、溝口県知事、大屋県議会議長、新田教育長

へ第 回国民体育大会開催招致要望書を提出

・島根県障害者スポーツ協会福井理事長から県知事、県議会議長へ第 回

全国障害者スポーツ大会開催招致要望書を提出

平成３０年１１月７日、８日

溝口県知事、大屋県議会議長、有澤理事長が、文部科学省と（公財）日

本スポーツ協会へ開催要望書を提出
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平成３１年１月１７日付（公財）日本スポーツ協会長通知

・国民体育大会委員会（平成３０年１２月１３日開催）及び日本スポーツ協会理事会（平成３１

年１月１６日開催）において、島根県が２０２９年第８４回国民体育大会（２０２３年から国

民スポーツ大会に改称）の国体開催申請書提出県として了解された。（島根県開催が内々定）

・大会開催年の５年前（２０２４年）の大会開催地の内定にむけ、諸準備に万全を期されるよう

お願い申し上げる。



－ 49 －

（単位：円）

科　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減

Ⅰ　資産の部

　　１　流動資産

　　　　 現金預金 146,176,995 91,630,721 54,546,274

　　　　 未収金 4,536,349 3,647,463 888,886

　　　　流動資産合計 150,713,344 95,278,184 55,435,160

　　２　固定資産

　　（１）基本財産

　　　　　定期預金 30,000,000 30,000,000 0

　　　　　国債・地方債 181,804,231 181,801,573 2,658

　　　　　普通預金 2,172,345 2,172,345 0

　　　　基本財産合計 213,976,576 213,973,918 2,658

　　（２）特定資産

　　　　　退職給付引当資産 59,482,530 120,614,118 △ 61,131,588

　　　　　岡田ｽﾎﾟｰﾂ振興基金 1,290,124 1,439,264 △ 149,140

           周年事業引当資産 2,150,000 1,650,000 500,000

　　　　特定資産合計 62,922,654 123,703,382 △ 60,780,728

　　（３）その他固定資産

　　　　　建物 13,933,163 16,432,313 △ 2,499,150

　　　　　構築物 3 3 0

　　　　　器具備品 4,333,652 2,004,205 2,329,447

　　　　　機戒装置 386,566 0 386,566

　　　　　ソフトウエア 205,920 318,240 △ 112,320

　　　　その他固定資産合計 18,859,304 18,754,761 104,543

　　　　固定資産合計 295,758,534 356,432,061 △ 60,673,527

　　　　資産の部合計 446,471,878 451,710,245 △ 5,238,367

Ⅱ　負債の部

　　１　流動負債

　　　　　未払金 96,085,222 41,726,312 54,358,910

　　　　　賞与引当金 11,908,000 10,924,000 984,000

　　　　　預り金 1,227,088 784,938 442,150

　　　　流動負債合計 109,220,310 53,435,250 55,785,060

　　２　固定負債

　　　　　退職給付引当金 81,918,776 141,383,803 △ 59,465,027

　　　　固定負債合計 81,918,776 141,383,803 △ 59,465,027

　　　　負債の部合計 191,139,086 194,819,053 △ 3,679,967

Ⅲ　正味財産の部

　　１　指定正味財産

          寄付金 215,261,397 215,410,537 △ 149,140

　　　　基本財産運用益 5,303 2,645 2,658

　　　　指定正味財産合計 215,266,700 215,413,182 △ 146,482

　　　　（うち基本財産への充当額）( 213,976,576 ） ( 213,973,918 ） （ 2,658 ）

　　　　（うち特定資産への充当額）( 1,290,124 ） ( 1,439,264 ） （ △ 149,140 ）

　　２　一般正味財産 40,066,092 41,478,010 △ 1,411,918

　　　　（うち基本財産への充当額）( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

　　　　（うち特定資産への充当額）( 2,150,000 ) ( 1,650,000 ) ( 500,000 )

　　　　正味財産の部合計 255,332,792 256,891,192 △ 1,558,400

　　　　負債及び正味財産合計 446,471,878 451,710,245 △ 5,238,367

（１）貸　　借　　対　　照　　表

平成３1年３月３１日現在

公益財団法人島根県体育協会

平成３１年１月１７日付（公財）日本スポーツ協会長通知

・国民体育大会委員会（平成３０年１２月１３日開催）及び日本スポーツ協会理事会（平成３１

年１月１６日開催）において、島根県が２０２９年第８４回国民体育大会（２０２３年から国

民スポーツ大会に改称）の国体開催申請書提出県として了解された。（島根県開催が内々定）

・大会開催年の５年前（２０２４年）の大会開催地の内定にむけ、諸準備に万全を期されるよう

お願い申し上げる。
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公益財団法人島根県体育協会 （単位：円）
場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産） 現金 島根県立武道館 つり銭用資金として 20,000

島根県立石見武道館 同上 20,000

島根県立水泳プール 同上 200,000

島根県立体育館 同上 20,000

島根県立サッカー場 同上 10,000

普通預金 山陰合同銀行県庁支店2167023 運転資金として 144,786,927

山陰合同銀行県庁支店2162678 預り金として 1,120,068

未収金 島根県教育委員会 指定管理料加算金として 3,488,511

島根県教育委員会 競技環境整備費として 685,000

県立体育施設教室参加料 参加料 47,100

指定選手特別強化補助金返金 補助金 252,000

職員分 雇用保険 63,738

150,713,344

（固定資産）

基本財産 定期預金 島根銀行本店 10,000,000

しまね信用金庫本店 5,000,000

島根県信用農業協同組合連合会本店 5,000,000

山陰合同銀行 10,000,000

有価証券 新潟県平成21年1回公募公債 9,999,717

（償還日：H31.7.29　利率：1.420）

島根県平成26年度第3回公募公債 3,000,000

（償還日：H32.3.27　利率：0.137）

長期利付国債（10年）第328回債 9,000,000

（償還日：H35.3.20　利率：0.600）

第370回大阪府公募公債（10年） 80,150,720

（償還日：H35.3.28　利率：0.650）

第373回大阪府公募公債（１０年） 27,993,456

（償還日：H35.6.27　利率：0.904）

北海道公募公債（10年） 4,991,145

（償還日：H35.12.27  利率：0.700）

第９回利付国債（40年） 6,669,193

（償還日：H67.3.20　利率：0.４00）

29年度１回島根県公募公債（30年） 40,000,000

（償還日：H58.6.20　利率：0.919）

普通預金 山陰合同銀行県庁支店3647275 2,172,345

（基本財産合計） 213,976,576

（２）財　　産　　目　　録
平成３１年３月３１日現在

貸借対照表科目

流動資産合計

公益目的保有財産であり、運用
益を公益目的事業の財源に充
当
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公益財団法人島根県体育協会 （単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金額

特定資産
退職給付引
当資産 職員退職給付用財産である

島根県平成26年度第1回公募公債 10,000,000

（償還日：H31.11.27　利率：0.148）

大阪市平成21年度第7回公募公債 4,998,185

（償還日：H32.1.27　利率：1.470）

北海道公募公債（10年） 19,964,603

（償還日：H35.12.27　利率：0.700）

(普通預金）山陰合同銀行県庁支店3618629 24,519,742

（普通預金）山陰合同銀行県庁支店2452070 1,290,124

（普通預金）山陰合同銀行県庁支店3669593 周年事業開催のための資金 2,150,000

(特定資産合計） 62,922,654

その他 建物 島根大東クレー射撃場 公益目的保有財産 1,302,456

固定資産 大田自転車競技場 4,578,810

西郷ヨット艇庫 7,632,146

ライフル射撃場 419,751

構築物 島根大東クレー射撃場 2

大田自転車競技場 1

器具備品 事務局内パソコン他25件 4,333,652

機械装置 島根大東クレー射撃場　ポンプ 386,566

ソフトウエア 公益大臣 運営管理目的の財源として保有する財産 205,920

（その他固定資産合計） 18,859,304

295,758,534

446,471,878

（流動負債） 未払金 松江税務署 5,986,000

職員退職金 69,017,207

中国電力（株） 2,428,307

島根県教育委員会 6,710,048

松江市ガス局 1,947,538

松江市上下水道局 44,422

松文オフテック 344,265

その他 9,607,435

（未払金合計） 96,085,222

賞与引当金

公益目的事業及び運営管理業
務に従事する職員の賞与支給
に充てるための引当金

11,908,000

預り金 松江税務署他 源泉所得税他預り分として 1,227,088

109,220,310

（固定負債） 職員分

81,918,776

81,918,776

191,139,086

255,332,792

流動負債合計

退職給付
引当金

資産合計

固定負債合計

負債合計

正味財産

公益目的事業及び運営管理業
務に従事する職員の退職給付
に充てるための引当金

競技スポーツ指導者の育成の
ための資金

周年事業引
当資産

固定資産合計

貸借対照表科目

岡田スポー
ツ振興基金
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平成３０年度決算の主な内容（前年度との比較） 

 
１、経常収益  

[増加] 
○受取委託料（県委託料） 
・競技力向上対策事業委託費の増 

○受取補助金等 
・県教育庁保健体育課補助金の増 
 

 
２、経常費用 

[増加] 
○維持修繕費 
・体育施設修繕費の増 
・ライフル射撃場及び自転車競技場修繕費の増 

○負担金及び交付金 
・競技力育成強化事業の増 

○委託費 
・体育施設管理業務委託の増 

 
[減少] 

○給与手当 
・育児休業職員分等の減 

○退職給付費用 
・定年退職等により職員構成上の減 

○旅費 
・国民体育大会派遣費の減 

○報償費 
・国民体育大会特別褒賞制度事業による報奨金の減 
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平成３０年度決算の主な内容（前年度との比較） 

 
１、経常収益  

[増加] 
○受取委託料（県委託料） 
・競技力向上対策事業委託費の増 

○受取補助金等 
・県教育庁保健体育課補助金の増 
 

 
２、経常費用 

[増加] 
○維持修繕費 
・体育施設修繕費の増 
・ライフル射撃場及び自転車競技場修繕費の増 

○負担金及び交付金 
・競技力育成強化事業の増 

○委託費 
・体育施設管理業務委託の増 

 
[減少] 

○給与手当 
・育児休業職員分等の減 

○退職給付費用 
・定年退職等により職員構成上の減 

○旅費 
・国民体育大会派遣費の減 

○報償費 
・国民体育大会特別褒賞制度事業による報奨金の減 

 
 
 

公益財団法人島根県体育協会 （単位：円）

科　　　　　　目 当年度 前年度 増　　　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　　１．経常増減の部

　　　（１）　経常収益

　　　　　　１　基本財産運用益 1,409,580 1,261,595 147,985

　　　　　　　① 基本財産受取利息振替額 1,409,580 1,261,595 147,985

　　　　　　２　特定資産運用益 354,260 396,571 △ 42,311

　　　　　　３　受取会費 10,806,000 10,845,000 △ 39,000

　　　　　　４　事業収益 615,599,268 613,059,944 2,539,324

　　　　　　　① 受取委託料 614,905,487 612,445,507 2,459,980

　　　　　　　② 受取使用料 693,781 614,437 79,344

　　　　　　５　受取補助金等 4,146,604 3,074,400 1,072,204

　　　　　　６　受取負担金 23,016,620 23,466,510 △ 449,890

　　　　　　７　受取寄付金 149,140 150,058 △ 918

　　　　　　　①　受取寄付金 0 0 0

           　　②　受取寄付金振替額 149,140 150,058 △ 918

　　　　　　８　雑収益 3,128,821 3,410,908 △ 282,087

　　経常収益合計 658,610,293 655,664,986 2,945,307

　　　（２）　経常費用

　　　　　　　事業費

　　　　　　　　　役員報酬 5,651,750 5,404,294 247,456

　　　　　　　　　給与手当 177,385,884 184,202,508 △ 6,816,624

　　　　　　　　　退職給付費用 9,275,167 10,443,971 △ 1,168,804

                    賞与引当金繰入 11,568,880 10,650,900 917,980

　　　　　　　　　賃金 17,804,053 17,708,729 95,324

                  　（人件費小計） (221,685,734) (228,410,402) (△ 6,724,668)

　　　　　　　　　厚生福利費 461,614 463,580 △ 1,966

　　　　　　　　　旅費 62,925,227 66,906,141 △ 3,980,914

　　　　　　　　　通信運搬費 4,046,532 4,290,675 △ 244,143

　　　　　　　　　消耗品費 15,316,767 16,900,750 △ 1,583,983

　　　　　　　　　維持修繕費 13,067,526 4,665,215 8,402,311

　　　　　　　　　図書印刷費 7,003,530 6,087,460 916,070

　　　　　　　　　燃料費 497,856 398,918 98,938

　　　　　　　　　水道光熱費 65,282,802 65,378,214 △ 95,412

　　　　　　　　　使用料及び賃借料 12,600,926 12,250,222 350,704

　　　　　　　　　手数料 2,474,697 2,613,709 △ 139,012

　　　　　　　　　食糧費 2,835,364 2,964,134 △ 128,770

　　　　　　　　　被服費 1,258,921 1,618,215 △ 359,294

　　　　　　　　　交際費 10,000 0 10,000

　　　　　　　　　衛生管理費 0 0 0

　　　　　　　　　保険料 1,520,770 1,516,425 4,345

　　　　　　　　　報償費 18,972,820 21,337,500 △ 2,364,680

　　　　　　　　　公租公課費 25,554,900 26,199,100 △ 644,200

　　　　　　　　　負担金補助及び交付金 115,019,215 110,024,277 4,994,938

　　　　　　　　　委託料 68,950,623 66,420,049 2,530,574

　　　　　　　　　備品費 1,241,784 1,477,520 △ 235,736

　　　　　　　　　減価償却費 3,450,351 3,106,610 343,741

　　　　　　　　　（事業経費小計） (422,492,225) (414,618,714) (7,873,511)

（３）正味財産増減計算書
平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで
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科　　　　　　目 当年度 前年度 増　　　減

　　　　　　　管理費

　　　　　　　　　役員報酬 770,693 808,953 △ 38,260

　　　　　　　　　給与手当 4,544,249 4,615,116 △ 70,867

　　　　　　　　　退職給付費用 277,013 311,922 △ 34,909

　　　　　　　　　賞与引当金繰入 339,120 273,100 66,020

                    （人件費小計） (5,931,075) (6,009,091) (△ 78,016)

　　　　　　　　　旅費 1,158,123 1,138,320 19,803

　　　　　　　　　通信運搬費 379,174 361,000 18,174

　　　　　　　　　消耗品費 300,625 342,000 △ 41,375

　　　　　　　　　維持修繕費 2,312,416 926,148 1,386,268

　　　　　　　　　図書印刷費 413,242 428,974 △ 15,732

　　　　　　　　　燃料費 70,808 308 70,500

　　　　　　　　　水道光熱費 0 0 0

　　　　　　　　　使用料及び賃借料 1,090,782 787,507 303,275

　　　　　　　　　手数料 302,974 106,986 195,988

　　　　　　　　　食糧費 148,184 171,292 △ 23,108

　　　　　　　　　被服費 9,540 38,160 △ 28,620

　　　　　　　　　交際費 276,732 309,869 △ 33,137

                    保険料 511,600 513,120 △ 1,520

　　　　　　　　　報償費 149,840 76,000 73,840

　　　　　　　　　公租公課費 400,000 400,000 0

　　　　　　　　　負担金補助及び交付金 1,125,679 981,561 144,118

　　　　　　　　　委託料 994,680 675,864 318,816

　　　　　　　　　備品費 115,600 0 115,600

　　　　　　　　　減価償却費 153,177 143,707 9,470

　　　　　　　　　（管理経費小計） (9,913,176) (7,400,816) (2,512,360)

　　経常費用合計 660,022,210 656,439,023 3,583,187

　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 △ 1,411,917 △ 774,037 △ 637,880

　　　　評価損益等計 0 0 0

　　当期経常増減額 △ 1,411,917 △ 774,037 △ 637,880

　２．経常外増減の部

　　　（１）　経常外収益

　　　　　　　過年度損益修正益 0 0 0

　　　　経常外収益計 0 0 0

　　　（２）　経常外費用

　　　　　　　固定資産除却損 1 1 0

　　　　　　　過年度損益修正損 0 0 0

　　　　経常外費用計 1 1 0

　　当期経常外増減額 △ 1 △ 1 0

　　　　当期一般正味財産増減額 △ 1,411,918 △ 774,038 △ 637,880

　　　　一般正味財産期首残高 41,478,010 42,252,048 △ 774,038

　　　　一般正味財産期末残高 40,066,092 41,478,010 △ 1,411,918

Ⅱ　指定正味財産増減の部

        基本財産受取利息 1,412,238 1,264,240 147,998

　　　　 一般正味財産への振替額 1,558,720 1,411,653 147,067

　　　　当期指定正味財産増減額 △ 146,482 △ 147,413 931

　　　　指定正味財産期首残高 215,413,182 215,560,595 △ 147,413

　　　　指定正味財産期末残高 215,266,700 215,413,182 △ 146,482

Ⅲ　正味財産期末残高 255,332,792 256,891,192 △ 1,558,400
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１　重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　満期保有目的の債券…償却原価法（定額法）によっている。

（２）固定資産の減価償却の方法

（３）引当金の計上基準

　　　　退職給与引当金…職員の退職金支給に備えるため、自己都合による期末要支給額の１００％を計上

している。

賞与引当金…職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上し

ている。

（４）　消費税等の会計処理

　　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

（単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

　

３　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

（単位：円）

　

（1,290,124)

　　　　　　合　　　計

（うち負債に対応
する額）

　基　本　財　産

　　定　期　預　金

　　地方債・国債

　　普　通　預　金

　　　　　　小　　　計

（うち一般正味財
産からの充当額）

　特　定　資　産

　　退職給付引当資産

周年事業引当資産

　　岡田ｽﾎﾟｰﾂ振興基金

　　　　　　小　　　計

　　　　　　小　　　計

　　　　　　合　　　計

科　　　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

　　岡田ｽﾎﾟｰﾂ振興基金

（５）財務諸表に対する注記

　　　定額法によっている。

科　　　目

　基　本　財　産

　　定　期　預　金

　　地方債・国債

　　普　通　預　金

　　　　　　小　　　計

　特　定　資　産

　　退職給付引当資産

周年事業引当資産
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４　固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

（単位：円）

取得価格 減価償累計額 当期末残高

５　満期保有目的の債券の内訳ならびに帳簿価格、時価及び評価損益

（単位：円）

帳簿価格 時価 評価損益

島根県平成２６年度第１回公募公債

合　　　　計

島根県平成２６年度第３回公募公債

第９回利付国債（40年）

29年度１回島根県公募公債（30年）

大阪市平成２１年度第７回公募公債

北海道公募公債（１０年）

北海道公募公債（１０年）

科　　　目

　建　　　　　 物

　構　　築　　物

  器　具　備　品

　ソフトウエア

合　　　計

種類及び銘柄

新潟県平成２１年１回公募公債

第３７０回大阪府公募公債（１０年）

第３７３回大阪府公募公債

第３２８回利付国債

  機　械　装　置
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６　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の名称 交付者
前期末
残高

当期
増加額

当期
減少額

当期末
残高

貸借対照表上
の記載区分

　スポーツ少年団組織整
備強化費助成金

日本スポーツ協
会 一般正味

財産

第５６回全国スポーツ少年
大会参加者旅費補助金

日本スポーツ協
会 一般正味

財産

全国スポーツ少年団リー
ダー連絡会参加者旅費補
助金

日本スポーツ協
会 一般正味

財産

島根県総合型地域スポー
ツクラブヒューマンエラー
防止研修会補助金

日本スポーツ協
会 一般正味

財産

第４５回日独スポーツ少年
団同時交流事業中国ブ
ロック受入旅費助成金

中国ブロックス
ポーツ少年団連
絡協議会

一般正味
財産

第４５回日独スポーツ少年
団同時交流事業受入経費
助成金

中国ブロックス
ポーツ少年団連
絡協議会

一般正味
財産

大田自転車競技場修繕補
助金

島根県教育庁保
健体育課 一般正味

財産

ごうぎん島根文化振興財
団助成金

ごうぎん島根文
化振興財団助成
金

一般正味
財産

経常収益への振替額

合計

７　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

（単位：円）

内　　　容 金　　　額

　　　基本財産受取利息

　　　岡田スポーツ振興基金の事業支出したことによる振替

合　　　計
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１　基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表に対する注記に記載している。

２　引当金の明細
（単位：円）

目的使用 その他

　賞与引当金

　職員退職給与引当金

（６）　附　属　明　細　書

科目 前期末残高 当期末増加額
当期減少額

当期末残高
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